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【
研
究
ノ
ー
ト
一

【
要
旨
一

日
本
の
中
世
前
期
に
、
ど
の
よ
う
な
陶
磁
器
が
舶
載
、
輸
送
さ
れ
、
受
容
さ
れ

た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
に
、
大
韓
民
国
（
韓
国
）
全
羅
南
道
西
部
の

新
安
沖
に
沈
没
し
た
輸
送
船
よ
り
発
見
さ
れ
た
陶
磁
器
群
が
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ

る
新
安
沈
没
船
は
、
荷
札
な
ど
か
ら
至
治
三
年
（
一
三
二
三
）
以
降
に
、
漸
江
省

慶
元
（
寧
波
）
を
出
港
し
て
博
多
へ
向
か
っ
た
船
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
新
安
沈

没
船
陶
磁
器
群
に
は
、
約
２
万
点
の
文
物
が
積
載
さ
れ
て
い
た
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
容
は
青
磁
が
帥
％
（
漸
江
省
龍
泉
窯
）
、
白
磁
、
青
白
磁
が
妬
％
（
江

西
省
景
徳
鎮
窯
）
で
、
そ
の
他
船
員
が
所
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
文
物
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

新
安
沈
没
船
の
陶
磁
器
類
に
は
、
器
胎
見
込
み
部
分
に
墨
書
が
あ
る
青
磁
、
白

磁
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
は
、
図
版
お
よ
び
所
見
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
経
年
劣
化
も
あ
り
剥
落
、
消
失
も
多
く
難
読
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
ら
墨
書
の
文
字
の
検
討
や
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不

詳
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
（
ソ
ウ
ル
）
、
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
（
木

浦
）
で
の
実
査
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
蓋
器
の
墨
書
を
再
検
討
し
、
墨
書
銘
の
文
字

確
定
を
試
み
た
。
ま
た
、
そ
の
墨
書
銘
が
墨
書
蓋
器
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
つ
の
か
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
た
。

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
奎
般
）
）
課
題
番
号
二
四

五
二
○
七
二
三
「
中
世
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
寺
院
什
物
帳
（
文
物
台
帳
）
と
請
来

遺
品
（
唐
物
）
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
一

新

安

沈

没

船

青

磁

白

磁

墨

書

中

世

新
安
沖
沈
没
船
の
墨
書
甕
器
に
つ
い
て

古

川

元

也

陸
か
ら
の
請
来
品
、
い
わ
ゆ
る
「
唐
物
」
が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
文
物
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
比
較
史

（
資
）
料
論
は
、
そ
の
流
通
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
作
業
分
野
で
あ
る
。
そ

こ
で
扱
わ
れ
る
文
物
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
青
磁
、
白
磁
に
代
表
さ
れ
る
貿

易
陶
磁
器
類
を
と
り
あ
げ
、
日
本
で
の
文
物
台
帳
（
什
物
帳
）
に
記
載
さ
れ
る
寺
院

什
物
と
の
比
較
検
討
、
ま
た
、
出
土
資
料
、
伝
世
資
料
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
き

（

１

）

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
く
に
中
世
前
期
に
は
政
権
都
市
で
あ
っ
た
鎌
倉
に
は
、
今
な
お
多
く
の
史
料
が

残
さ
れ
て
お
り
、
寺
社
に
は
一
般
的
に
は
「
什
物
帳
」
と
よ
ば
れ
る
所
蔵
品
台
帳
が

伝
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
什
物
帳
」
は
「
注
文
」
や
「
目
録
」
と
も
よ
ば
れ
、
こ

れ
ま
で
に
鎌
倉
円
覚
寺
塔
頭
仏
日
庵
の
公
物
目
録
二
仏
日
庵
公
物
目
録
」
）
に
つ
い

（

２

）

て
、
そ
の
史
料
的
性
質
に
言
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
実
際
の
貿
易
陶

磁
資
料
に
つ
い
て
は
、
展
示
等
を
通
じ
て
中
世
社
会
に
お
け
る
「
唐
物
」
の
実
体
を

（

３

）

探
る
試
み
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
新
安
沈
没
船
の
墨
書
蓋
器
に
焦
点
を
あ
て
、
そ

の
墨
書
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
に
大
陸
（
宋
、
元
時
代
）
の

文
物
が
ど
の
よ
う
に
請
来
（
輸
入
）
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
考
え
た
い
．
そ
の
よ
う
な
価
値
観
は
、
そ
の
ま
ま
当
該
期
の
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
唐
物
観
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
中
世
前
期
に
、
ど
の
よ
う
な
陶
磁
器
が
舶
載
、
輸
入
さ
れ
、
受
容
さ
れ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
に
大
韓
民
国
（
韓
国
）
全
羅
南
道
西
部
の
新
安
沖

は
じ
め
に

｜
新
安
沈
没
船
に
舶
載
さ
れ
る
陶
磁
器

日
本
の
中
世
社
会
（
十
二
世
紀
半
ば
か
ら
十
六
世
紀
を
措
定
）
に
受
容
さ
れ
た
大

－1－



に
沈
没
し
、
海
底
よ
り
発
掘
さ
れ
た
輸
送
船
舶
載
の
陶
磁
器
群

（

４

）

が
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
新
安
沈
没
船
出
土
遺
物
は
、
荷
札
な

ど
か
ら
至
治
三
年
二
三
二
三
）
以
降
に
漸
江
省
慶
元
（
寧
波
）

を
出
港
し
博
多
へ
向
か
っ
た
船
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
新

安
船
は
東
シ
ナ
海
で
遭
難
し
、
耽
羅
海
道
を
漂
流
し
て
道
徳
島

沖
で
沈
没
し
た
と
推
測
さ
れ
、
荷
に
付
け
ら
れ
た
木
札
名
は
綱

司
肋
点
）
が
最
多
で
、
彼
ら
は
博
多
等
に
居
住
し
た
中
国
系

ノ

貿
易
商
人
（
船
長
・
船
主
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
安
沈
没
船
か
ら
は
、
大
量
の
陶
磁
器
や
金
工
製
品
、

船
員
の
所
持
品
と
思
わ
れ
る
多
数
の
文
物
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

陶
磁
器
は
約
２
万
点
が
積
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
蓋
器
は

青
磁
が
帥
％
（
湘
江
省
龍
泉
窯
）
、
白
磁
、
青
白
磁
が
妬
％
（
江

（

５

）

西
省
景
徳
鎮
窯
）
で
あ
る
。
現
在
、
新
安
沖
沈
没
船
と
そ
の
遺

物
は
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
と
木
浦
に
あ
る

国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
に
分
蔵
さ
れ
て
お
り
、
両
機
関
に
よ

る
調
査
研
究
と
、
一
部
資
料
の
展
示
が
特
設
展
示
室
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
安
沈
没
船
の
陶
磁
器
類
に
は
、
器
胎
見
込
み
部
分
等
に
墨
書
を
有

す
る
も
の
が
若
干
含
ま
れ
て
い
る
．
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
青
磁
、
白
磁
、
青

（

６

）

白
磁
の
蓋
器
で
あ
る
。
こ
の
墨
書
蓋
器
は
、
器
形
の
様
式
編
年
、
分
類
が
中
心
と
な

る
従
来
か
ら
の
貿
易
陶
磁
器
研
究
に
お
い
て
、
数
少
な
い
製
品
と
文
字
（
記
号
）
資

料
と
の
複
合
資
料
で
あ
り
、
資
料
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
は
格
段
に
大
き
い
。
と

は
い
え
、
こ
れ
ら
の
墨
書
銘
は
経
年
劣
化
も
あ
り
、
剥
落
、
消
失
も
多
く
難
読
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
墨
書
の
文
字
の
検
討
や
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
不
詳
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
器
胎
に

I

中都大興府（北京）
回

鰯議鍵蕊蕊
I

~ノ
一D9

×

脚
一
画
輔

付
さ
れ
た
文
字
や
記
号
に
つ
い
て
は
、
商
品
の
所
有
者
、
製
造
者
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
一
般
的
な
理
解
が
あ
る
が
、
陽
刻
や
陰
刻
で
付
さ
れ
る
文
字
記
号
、
見
込
み
に

捺
さ
れ
て
い
る
陰
刻
、
高
台
裏
の
墨
書
銘
と
新
安
沈
没
船
蓋
器
に
見
ら
れ
る
見
込
み

へ
墨
書
銘
は
同
列
に
考
え
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
て
い
る
個
別
具
体
的
な
検
討
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
文
字
や
記
号
が
何
を
表
し
う
る
の
か
再
検
討
し
、
商
品
の
所
有
者
・
製
造
者

（

７

）

論
を
検
証
し
て
み
た
い
。
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図陳アジア中世海道」 （国立歴史民俗博物館編、2005年3月）金沢陽氏コラム挿図より
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表
1
新
安
沈
船
舶
載
の
墨
書
姿
器

図
録

番
号

遺
物
番
号

(什
号
咽
豆
）

数
量

(午
寺
）

出
土

年
度

図
版

名
称
（
弓
司
）

底
径

出
土
地
域

高
さ

口
径

備
考
（
墨
書
等
）

胴
1
9
5
5
,
蓋
1
9
5
6
図
1

青
磁
鎬
文
蓋
壺
（
胴
の
み
）

胴
4
，
蓋
4

1点
高
台
裏
に
「
元
子
柴
」

「
拾
参
号
」
「
匠
」
と
あ
り

1
-
6
4

2
4
.
5
2
4
.
9

1
7
.
5
7
6
~

高
台
内
面
に
「
蛙
蟷
」

「
十
五
ヶ
」
「
又
三
郎
｣
､
高
台
外
面
に
「
Z
」
形
墨

書
銘
二
箇
所
に
あ
り
。

『
新
安
」
で
は
数
量
14と

す
る
。

図
2

青
磁
陽
刻
八
卦
文
香
合

1
-
1
0
6
5
2
7
5

1
ワ
ワ

イ
.
イ

13．
5
4
.
7

C
3
-
8

ワ
ワ

ノ
ィ

図
3

青
磁
陰
刻
唐
草
文
碗

見
込
み
に
「
上
色
青
蓋
」

「
□
」
と
あ
り
。

1
-
1
5
0
2
5
9
2

F
F

D
,
0

1
2
.
2

4
.
6

弓
ワ

イ
イ

A
3
-
2
2
-
2
-
1

11

青
磁
陰
刻
蓮
弁
文
皿

｢
新
安
」
で
は
「
墨
書
の
痕
跡
（
2
点
)
」
が
あ
る
と
す
る
。

1
-
2
2
8
4
8
0
7

5
.
9

15．
9

1
2
7
.
9

ヴ
ヴ

イ
イ

B
5
-
9
5
-
4
-
2

見
込
み
に
「
□
（
上
ヵ
）
色
□
（
青
ヵ
）

(妙
ヵ
)」

と
あ
る
よ
う
に
判
読
で
き
る
。

(
2
点
)
」
が
あ
り
、
数
量
は
3
と
す
る
。

蓋
｣
、
見
込
み
中
央
に
「
□
□

｢
新
安
」
で
は
「
墨
書
の
痕
跡

図
4

青
磁
陽
印
刻
蓮
弁
文
皿

1
-
2
2
9
4
8
0
8

6
2
7
.
3
1
6

1
7
7

B
5
-
9
5
-
4
-
3

青
磁
皿

｢新
安
』
で
は
1点
に
「
五
口
二
□
」
の
墨
書
あ
り
と
す
る
。

1
-
2
4
9
5
2
4
6

3．
7

Ⅲ
I

16．
8
6
.
7

句
庁

ｲ
イ

C
3
-
4
-
9
-
2

青
磁
陽
印
刻
牡
丹
唐
草
文
大
盤

図
5

見
込
み
に
「
口
色
青
□
｣
、
見
込
み
中
央
に
墨
痕
あ
り
。

1
-
2
8
0
6
3
5
5

1
8

3
6
.
1

1
3
.
6

ワ
ワ
イ
イ

C
6
-
8
6
-
4
-
1

見
込
み
に
「
天
（
ヵ
）
孵
口
□
（
麦
ヵ
)」

と
あ
る
。
「
新
安
」
で
は
数
量

は
3と
す
る
。

図
6

青
磁
半
陽
刻
蓮
華
文
大
盤

1
-
2
8
1
3
1
1
7

3
8

3
6
.
1

13．
6

ワ
ウ

ノ
イ

C
6
-
8
6
-
4
-
3

｜

”I

青
磁
陽
印
刻
草
花
文
大
盤

『
新
安
j
に
は
「
墨
書
銘
が
あ
る

（
未
詳
)」
と
す
る
。

1
-
2
8
2
3
2
5

1
3

8
.
6

3
3
.
5

1
3
.
1
7
6

~

図
7

青
磁
陽
印
刻
蓮
華
文
大
盤

2
8
0
3

見
込
み
に
「
上
口
胄
□
」
の
墨
書
銘
が
認
め
ら
れ
る
。

1
-
2
8
4

3
3

12．
1

1
8．
4

7
6

A
3
-
8
5
-
2
-
2

｢新
安
」
に
よ
れ
ば
､見
込
み
に
「
上
色
白
甑
」
と
あ
り
、
見
込
み
中
央
に

｢□
」
の
符
丁
が
あ
る
。

図
8

青
白
磁
陰
刻
水
禽
文
鉢

n
-
3
2
0
2
4
8
3

6
6
.
1

15．
9
6
,
4

A
2
-
8
8

ワ
ワ

イ
ィ

見
込
み
に
「
上
色
白
願
｣
、
見
込
み
中
央
に
も

「
天
妙
（
ヵ
)」
の
墨
書
が

認
め
ら
れ
る
。
数
量
は
5
と
す
る
。

図
9

青
白
磁
鉢

Ⅱ
-
3
2
1
2
4
9
4

5
.
9

1
15．
8
6

庁
庁

ノ
イ

図
1
0
青
白
磁
鉢

『
新
安
」
で
は
「
1
0
点
同
一
銘
文
、
外
底
に
墨
書
銘
「
希
｣
」
と
す
る

Ⅱ
－
3
2
2
6
6
2
1

1
0

5
.
8

1
6

5
.
6

7
7

B
1
-
7
7

見
込
み
に
「
口
色
、
□
（
麦
ヵ
)
」
の
呈
耆
銘
が
認
め
ら
れ
､
見
込
み
底
面

に
は
判
読
不
明
二
字
分
の
墨
痕
が
見
ら
れ
た
。
『
新
安
』
で
は
数
量
は
19

と
す
る
。

図
1
1

冑
白
磁
碗

Ⅱ
－
3
2
3
5
4
0
8

1
3
.
1

4．
7

1Ⅱ
.1

ワ
ワ
イ
イ

青
白
磁
陽
印
刻
鳳
凰
文
皿

『
新
安
」
で
は
1
0
点
に
墨
書
銘
あ
り
と
す
る

Ⅱ
－
3
3
7
6
6
2
2

1
2

1
6
.
5

句
ワ

イ
ノ

B
1
-
7
8

~

青
白
磁
陽
印
刻
文
皿

Ⅱ
－
3
51
5
0
7
8

｢新
安
」
で
は
1点
に
「
中
□
□
・

・
・
」
と
あ
り
。

7
0

13．
2

4．
1

4
.
6

B
6
-
2
2

7
7

~

参
考
-1

青
磁
陰
刻
唐
草
文
碗

図
1
2

見
込
み
に
「
甑
」
一
字
を
記
す
。

~
~

~
~

’

参
考
-
2

青
白
磁
陰
刻
文
皿

図
1
3

見
込
み
に
「
□
（
上
ヵ
）
色
白
□
（
甑
ヵ
)」

と
あ
り
。

~
~

~

＊
番
号
等
は
文
化
公
報
部
文
化
財
管
理
局
「
新
安
海
底
遺
物
」

（
資
料
編
、
高
麗
書
籍
株
式
会
社
、
1983年

6月
、
以
下
「
新
安
」
と
す
る
）
に
よ
る



（
１
）
新
安
沈
没
船
出
土
甕
器
墨
書
銘
に
つ
い
て

１
１
“
青
磁
鎬
文
蓋
壺
（
図
１
）

高
さ
、
口
径
と
も
に
妬
ｍ
ほ
ど
の
大
振
り
な
酒
海
壺
で
あ
る
。
鎬
文
は
丁
寧
だ
が

細
身
で
、
鎌
倉
・
別
願
寺
（
鎌
倉
国
宝
館
保
管
）
に
伝
わ
る
作
品
に
近
い
釉
調
を
呈

し
て
い
る
。
本
品
は
調
査
時
に
は
木
浦
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
で
展
示
中
で
あ
り
、

展
示
室
で
の
実
見
で
は
あ
っ
た
が
、
底
部
に
反
射
鏡
が
あ
て
が
わ
れ
て
お
り
文
字
の

解
読
は
容
易
に
行
わ
れ
た
。
『
新
安
』
で
は
図
版
師
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
１

点
高
台
裏
に
『
元
子
柴
□
□
□
口
拾
参
号
匠
筐
と
す
る
が
、
「
元
子
柴
」
「
拾
参
号
」

「
匠
」
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
記
さ
れ
た
文
字
で
あ
り
、
不
読
部
分
〈
□
）
は
存
在
し

な
い
と
思
わ
れ
る
．
「
拾
参
号
」
は
当
時
の
所
蔵
者
に
よ
る
一
具
の
什
物
番
号
で
あ
ろ

う
か
。

１
１
噸
青
磁
陽
刻
八
卦
文
香
合
（
図
２
）

『
新
安
』
に
よ
れ
ば
、
同
一
遺
物
番
号
の
同
型
八
卦
文
香
合
は
皿
点
と
す
る
が
、
国

新
安
沈
没
船
の
墨
書
蓋
器
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
こ
れ
ら
遺
物
の
報
告
書
で
あ
る

韓
国
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
編
『
新
安
海
底
遺
物
』
の
資
料
編
に
言
及
が
あ
り
、

そ
の
一
部
は
図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
文
字
の
解
読
と
そ
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
韓
国
中
央
博
物
館

の
許
可
を
得
て
、
こ
れ
ら
墨
書
琵
器
の
実
査
を
行
い
、
墨
書
の
具
体
に
つ
い
て
よ
り

（

８

）

詳
細
に
吟
味
を
行
う
機
会
を
得
た
。
こ
れ
ら
墨
書
を
有
す
る
新
安
沈
没
船
蓋
器
と
、
実

際
に
調
査
し
た
作
品
の
所
見
を
、
『
新
安
海
底
遺
物
』
所
載
の
情
報
を
比
較
参
照
し
な

（

９

）

が
ら
ま
と
め
て
示
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
所
見
の
詳
細
に
つ
い
て

記
し
て
お
く
。

二
新
安
沈
没
船
の
墨
書
甕
器

立
中
央
博
物
館
で
は
現
状
１
点
で
あ
る
と
す
る
。
『
新
安
」
に
は
正
面
正
位
の
図
版
を

掲
載
す
る
た
め
、
高
台
部
分
の
墨
書
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
『
十
五
口
蛙
□

口
三
郎
（
？
塵
、
高
台
外
面
『
乙
」
字
銘
２
」
と
す
る
。
実
際
、
「
乙
」
と
さ
れ
る
文

字
は
文
字
と
言
う
よ
り
は
何
ら
か
の
符
丁
に
見
え
る
。
高
台
内
墨
書
は
、
中
央
に
「
蛙

蠣
（
ヵ
）
」
と
記
し
、
「
十
五
ヶ
」
「
又
三
郎
」
を
左
右
に
記
し
て
い
る
。
高
台
内
外
の

墨
書
墨
色
は
一
様
で
、
墨
書
の
残
り
具
合
は
非
常
に
よ
い
。
「
蛙
蠣
」
は
日
本
人
〈
又

三
郎
）
に
よ
る
香
炉
脚
部
を
ヒ
キ
ガ
エ
ル
（
蠣
畭
）
に
見
立
て
て
の
名
付
け
か
と
思

わ
れ
る
。

Ｉ
ｌ
ｍ
青
磁
陰
刻
唐
草
文
碗
（
図
３
１
１
）

『
新
安
」
に
は
図
版
筋
と
し
て
掲
載
し
（
図
３
，
２
）
、
資
料
編
で
は
「
上
口
青

□
・
・
・
」
と
す
る
が
、
現
状
で
は
見
込
み
右
上
の
「
上
」
一
文
字
の
み
確
認
で
き

（
皿
）る

。
「
上
」
字
に
は
樹
脂
系
の
皮
膜
が
被
せ
ら
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
理
由
で
他
の
墨

書
は
消
滅
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
新
安
』
図
版
か
ら
判
読
す
る
と
、
「
上

色
青
甑
」
と
し
て
、
最
後
に
見
込
み
中
央
に
「
□
」
の
文
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と

判
読
で
き
る
。
「
色
」
「
願
」
の
文
字
は
大
陸
の
書
風
で
あ
り
、
そ
れ
が
定
形
外
に
一

層
崩
さ
れ
て
文
字
単
独
で
は
読
み
が
た
い
水
準
で
あ
る
。
「
甑
」
は
厳
密
に
言
え
ば
、

（

、

）

「
蓋
」
か
も
し
れ
ず
、
偏
秀
が
置
換
さ
れ
て
い
る
た
め
に
字
形
も
崩
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
文
字
列
が
な
か
ば
記
号
化
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
定
形
外
の
崩
し
が

許
容
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
見
込
み
中
央
の
「
□
」
は
、
大
陸
の
公

文
言
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
認
可
を
示
し
て
い
る
記
号
化
し
た
文
字
で
あ
り
、
著

し
く
崩
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
‐
秘
青
磁
陰
刻
蓮
弁
文
皿

『
新
安
』
で
は
図
版
門
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
墨
書
の
痕
跡
が
あ
る
」
と

す
る
も
墨
書
は
判
然
と
し
な
い
。
調
査
で
も
実
見
は
で
き
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。

１
１
麹
青
磁
陽
印
刻
蓮
弁
文
Ⅲ
（
図
４
）

－4－
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『
新
安
』
で
は
資
料
編
に
「
墨
書
の
痕
跡
が
あ
る
（
２
点
ご
と
す
る
も
図
版
掲
載

（

肥

）

は
な
く
、
調
査
で
実
見
で
き
た
も
の
は
１
点
で
あ
る
。
『
新
安
』
で
は
数
量
３
と
す
る
。

墨
書
は
消
失
部
分
も
多
く
「
□
（
上
ヵ
）
色
□
（
青
ヵ
）
蓋
」
、
見
込
み
中
央
に
「
□

□
（
妙
ヵ
ご
と
あ
る
よ
う
に
判
読
で
き
る
。
文
字
の
周
囲
が
茶
褐
色
に
変
色
し
て
い

る
が
、
こ
れ
が
何
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
墨
書
固
着
を
図
る
た
め
の
樹
脂

系
の
塗
料
が
経
年
劣
化
し
た
も
の
か
。
器
形
、
釉
色
と
も
に
品
位
が
あ
る
。
高
台
に

至
る
底
部
の
形
状
も
な
だ
ら
か
な
成
形
で
、
優
品
と
認
め
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｉ
懇
青
磁
皿

『
新
安
』
で
は
資
料
編
に
「
１
点
に
『
五
口
二
□
』
墨
書
銘
」
と
す
る
も
図
版
掲
載

は
な
く
、
調
査
で
実
見
も
で
き
な
か
っ
た
。
複
数
枚
（
資
料
編
で
は
ｕ
枚
）
の
同
型

の
青
磁
皿
に
対
し
て
、
墨
書
銘
を
有
す
る
も
の
が
１
枚
で
あ
る
点
に
意
味
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

１
１
知
青
磁
陽
印
刻
牡
丹
唐
草
文
大
盤
〈
図
５
）

『
新
安
』
で
は
図
版
別
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
□
□
口
青
□
□
」
の
墨
書

銘
が
あ
る
と
す
る
。
現
状
で
は
見
込
み
に
「
口
色
青
□
」
と
認
め
ら
れ
、
見
込
み
中

央
に
も
か
す
か
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
他
例
に
則
し
て
考
え
れ
ば
、
「
上
色
青
甑
」

と
推
測
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
字
配
も
同
様
で
あ
る
。
本
作
は
口
縁
部
に
焼
成

時
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
割
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
釉
色
は
緑
系
が
強
く
、
一
部
米
色

を
呈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
基
準
か
ら
言
え
ば
か
な
ら
ず
し
も
優
品
と

は
な
ら
な
い
が
、
貿
易
陶
磁
と
し
て
「
上
色
青
願
」
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。

１
１
麺
青
磁
半
陽
刻
蓮
華
文
大
盤
（
図
６
）

『
新
安
』
で
は
図
版
別
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
口
盤
□
□
□
」
の
墨
書
銘

が
あ
り
数
量
は
３
点
と
す
る
。
現
状
で
は
見
込
み
に
「
天
（
ヵ
）
盤
□
□
（
甑
ヵ
ご

と
認
め
ら
れ
、
見
込
み
中
央
に
も
か
す
か
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
墨
痕
は
「
妙
」

字
に
読
め
な
く
も
な
い
。
見
込
み
部
分
に
は
、
水
中
で
堆
積
し
た
泥
汚
れ
の
痕
跡
が

（

週

）

多
く
の
こ
り
、
墨
痕
と
共
に
固
着
さ
せ
る
た
め
か
樹
脂
系
の
皮
膜
が
残
る
。
現
在
こ

の
皮
膜
は
部
分
的
に
器
胎
か
ら
僅
か
に
遊
離
し
た
部
分
も
生
じ
て
い
る
。
実
見
し
た

数
量
は
１
点
で
あ
る
。
本
作
の
器
形
は
１
１
郷
に
類
似
す
る
が
、
釉
色
は
天
青
に
近
い
。

高
台
に
至
る
底
部
の
形
状
も
な
だ
ら
か
な
成
形
で
高
台
内
を
掘
り
下
げ
て
お
り
、
他

の
作
品
と
は
異
な
る
。
釉
色
、
器
形
と
も
に
品
が
あ
り
優
品
と
認
め
ら
れ
る
。
〉

１
１
狸
青
磁
陽
印
刻
草
花
文
大
盤

前
項
の
１
１
測
皿
と
器
形
は
ほ
ぼ
同
様
の
大
型
の
盤
で
あ
る
。
『
新
安
』
で
は
図

版
魂
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
１
点
内
底
中
央
に
双
の
貼
花
双
魚
文
と
墨
書

銘
が
あ
る
（
未
詳
）
」
と
あ
る
。
図
版
を
見
る
限
り
で
は
墨
書
銘
は
確
認
で
き
ず
、
遺

物
の
整
理
、
調
査
の
過
程
で
消
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
数
量
は
昭
点
と
し
て
お
り
、

一
式
の
製
品
に
墨
書
銘
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
実
見
は
で
き
な
か
っ

た
。
釉
調
や
見
込
み
に
あ
る
蓮
花
文
は
前
項
の
１
１
狐
に
近
い
作
品
で
あ
る
。

１
１
秘
青
磁
陽
印
刻
蓮
華
文
大
盤
〈
図
７
）

前
項
の
１
１
郷
抑
狸
と
器
形
は
ほ
ぼ
同
様
の
大
型
の
盤
で
あ
り
、
、
釉
調
は
緑
が

ま
さ
っ
て
い
る
。
『
新
安
』
で
は
資
料
編
に
「
□
口
青
□
」
の
墨
書
銘
が
あ
る
と
す
る

も
図
版
掲
載
は
な
い
。
実
査
で
は
見
込
み
に
「
上
口
青
□
」
の
墨
書
銘
が
認
め
ら
れ
、

二
文
字
目
部
分
に
は
墨
書
縦
棒
、
見
込
み
側
面
に
破
片
状
の
墨
痕
が
見
ら
れ
た
。
こ

の
墨
痕
は
無
理
を
す
れ
ば
「
甑
」
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、
字
配
が
変
則
的
で
あ
り
、

結
論
を
下
す
に
は
嬬
跨
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
青
」
字
は
、
見
込
み
底
部
か
ら
側
面
へ
と

連
続
し
て
か
か
れ
る
が
、
器
胎
の
段
差
を
も
の
と
も
せ
ず
、
均
一
な
線
を
書
い
て
い

》
（
》
Ｏ

Ⅱ
ｌ
惣
青
白
磁
陰
刻
水
禽
文
鉢
（
図
８
）

『
新
安
』
で
は
図
版
皿
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
上
色
白
甑
」
の
墨
書
銘
が

あ
り
、
数
量
は
６
点
と
す
る
が
、
す
べ
て
に
こ
の
墨
書
銘
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
不

－6－
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明
。
図
版
に
拠
れ
ば
、
墨
書
は
比
較
的
正
確
な
階
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
見

込
み
中
央
に
「
１
」
の
墨
引
き
に
よ
る
符
丁
が
あ
り
、
こ
れ
は
１
１
卸
の
も
の
と
等
し

い
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
実
査
で
き
て
い
な
い
。

Ⅱ
‐
廻
青
白
磁
鉢
（
図
９
）

『
新
安
』
で
は
図
版
恥
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
上
色
口
白
甑
」
の
墨
書
銘

が
あ
る
と
す
る
も
、
~
図
版
に
は
墨
書
銘
を
有
し
な
い
作
品
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
実

査
で
は
図
版
の
通
り
見
込
み
に
「
上
色
白
甑
」
、
見
込
み
中
央
に
も
「
天
妙
（
ヵ
ど
の

墨
書
が
認
め
ら
れ
る
作
品
で
あ
っ
た
．
墨
書
の
書
風
は
Ⅱ
ｌ
卸
に
類
似
し
て
お
り
、
見

込
み
側
面
に
記
す
に
し
て
は
比
較
的
整
っ
た
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
数
量
は
『
新

安
』
で
は
５
点
と
す
る
も
の
の
、
実
査
の
際
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
１
点
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
『
新
安
』
図
版
に
墨
書
が
な
い
も
の
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば
、
５
点
１
具
の
う
ち
の
１
点
に
墨
書
銘
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ⅱ
ｌ
理
青
白
磁
鉢
圃
ｕ

本
品
は
調
査
時
に
は
木
浦
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
で
１
点
が
展
示
中
で
あ
り
、

器
底
部
が
展
示
さ
れ
て
い
た
た
め
高
台
内
墨
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
新

安
』
で
は
「
加
点
同
一
銘
文
、
外
底
に
墨
書
銘
『
晶
卿
崖
と
す
る
も
、
他
の
９
点
は

実
査
で
き
て
い
な
い
。
文
字
は
豪
書
体
で
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
該

当
す
る
文
字
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
符
丁
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
た
い
。
な
お
、
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
契
丹
で
用
い
ら
れ
た
文
字
の
可
能
性

も
あ
る
。
契
丹
文
字
は
漢
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
や
、
一
部
改
変
し
た
文
字
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
が
解
読
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
１
１
狐

（
図
６
）
の
「
天
（
ヵ
）
」
、
Ⅱ
ｌ
卸
（
図
８
）
の
（
符
口
互
は
、
契
丹
文
字
に
似
た
字

（

皿

）

形
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
契
丹
文
字
を
記
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
蓋
器
の
舶
載
磁
器

か
ら
考
え
て
伝
世
し
た
時
間
が
長
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
器
胎

は
暗
白
色
の
釉
調
で
、
口
縁
部
が
外
側
へ
や
や
反
り
返
り
、
成
形
の
際
の
鉋
跡
が
残

プ
（
》
Ｏ

Ⅱ
ｌ
麹
青
白
磁
碗
（
図
且

「
新
安
」
資
料
編
で
は
「
内
底
に
墨
書
銘
『
上
色
□
□
□
口
筐
と
し
て
お
り
、
数

量
は
四
と
す
る
。
実
査
で
は
見
込
み
に
「
口
色
□
□
（
萱
ヵ
こ
の
墨
書
銘
が
認
め
ら

れ
、
見
込
み
底
面
に
は
判
読
不
明
二
字
分
の
墨
痕
が
見
ら
れ
た
。
文
字
は
か
な
り
崩

さ
れ
て
お
り
、
「
色
」
字
は
１
１
郷
の
書
風
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
字
配
と
他
の
墨
書

銘
を
考
え
れ
ば
「
上
色
白
願
」
と
記
し
て
い
る
か
。
実
査
で
は
資
料
請
求
に
対
す
る

（

喝

）

遺
物
の
提
示
が
こ
の
１
点
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
ｌ
却
青
白
磁
陽
印
刻
鳳
凰
文
皿

『
新
安
』
で
は
図
版
恥
と
し
て
掲
載
し
、
資
料
編
で
は
「
加
点
に
墨
書
銘
が
あ
る
」

と
す
る
。
掲
載
図
版
が
側
面
か
ら
の
写
真
で
あ
り
墨
書
は
判
然
と
し
な
い
。
調
査
で

も
実
見
は
で
き
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
皿
点
の
う
ち
加
点
に
墨
書
銘
が
あ
る
の
は
、

前
出
の
事
例
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
Ｉ
湿
青
白
磁
陽
印
刻
文
皿

『
新
安
』
資
料
編
で
は
「
１
点
に
は
『
中
□
□
：
。
』
の
墨
書
銘
」
が
あ
る
、
と

す
る
も
掲
載
図
版
は
な
く
、
調
査
で
も
実
見
は
で
き
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
加
点

の
う
ち
１
点
に
墨
書
銘
が
あ
る
と
す
る
の
が
大
半
の
墨
書
銘
の
消
失
に
よ
る
も
の
な

の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

参
考
１
１
青
磁
陰
刻
唐
草
文
碗
（
図
皿
）

「
新
安
」
資
料
編
に
は
備
考
欄
に
墨
書
の
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
ず
、
図
版
掲
載
も

な
い
が
、
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
に
展
示
中
の
青
磁
碗
で
あ
る
。
見
込
み
に
は
「
甑
」

一
文
字
を
大
き
く
記
し
て
い
る
．
「
新
安
』
資
料
編
中
の
該
当
番
号
が
不
詳
の
た
め
、

参

考

と

す

る

。

参
考
１
２
青
白
磁
陰
刻
文
Ⅲ
（
図
過
）

『
新
安
』
資
料
編
に
は
備
考
欄
に
墨
書
の
あ
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
ず
、
図
版
掲
載
も

－9－
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な
い
が
、
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
に
展
示
中
の
青
白
磁
皿
で
あ
る
。
見
込
み
に
は

「
□
（
上
ヵ
）
色
白
□
（
甑
ヵ
ご
と
あ
り
、
一
目
は
墨
書
縦
棒
の
ぷ
残
る
。
文
字
上

に
は
墨
書
固
着
を
図
る
た
め
の
樹
脂
系
塗
料
が
被
る
よ
う
で
あ
る
。
『
新
安
」
資
料
編

中
の
該
当
番
号
が
不
詳
の
た
め
、
参
考
と
す
る
。

（
２
）
新
安
沈
没
船
舶
載
盗
器
に
残
さ
れ
た
墨
書
銘
の
評
価

以
上
の
こ
と
か
ら
新
安
沈
没
船
舶
載
の
墨
書
陶
磁
器
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
よ
う
。

器
胎
上
面
内
部
に
記
さ
れ
る
文
字
は
、
青
磁
で
は
「
上
色
青
甑
」
、
白
磁
で
は
「
上

色
白
甑
」
と
考
え
ら
れ
、
見
込
み
中
央
に
は
「
天
妙
」
の
文
字
が
記
さ
れ
る
こ
と
が

通
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
墨
書
銘
は
な
か
ば
定
型
化
し
て
お
り
、
記
号
化
し
て
い
た
た

め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
に
崩
さ
れ
て
い
て
判
読
が
困
難
な
程
で
あ
る
。
蓋
器
類

一
点
一
点
の
吟
味
を
経
た
上
で
の
格
付
け
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
の
記
号
を
書

く
こ
と
が
商
品
に
対
す
る
信
用
を
与
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
お
墨
付
き
」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の
崩
し
様
は
日
本
の
そ
れ
で
は
な

く
、
当
然
な
が
ら
輸
出
地
で
あ
る
大
陸
で
の
墨
書
銘
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

と
く
に
青
磁
に
お
け
る
「
色
」
「
甑
」
字
の
崩
し
は
、
宋
代
以
降
の
古
筆
に
雰
囲
気
の

近
い
書
風
が
見
ら
れ
、
筆
線
の
強
弱
が
強
い
連
綿
あ
る
も
っ
た
り
と
し
た
文
字
で
あ

る
。
し
い
て
い
え
ば
、
北
宋
の
察
襄
や
蘇
試
の
作
品
に
通
底
す
る
書
体
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
「
甑
」
字
は
、
差
を
偏
と
す
る
文
字
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
瓦
偏
を
左
右
置

換
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
瓦
偏
は
右
へ
の
払
い
が
秀
の
下
へ
と
至
り
、
、
延
に
近

い
文
字
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
崩
し
が
か
な
り
自
己
流
で
、
扁
考
の
置
換
が
行
わ
れ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
書
い
た
主
体
者
の
識
字
レ
ベ
ル
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え

ら
れ
、
出
港
地
に
お
け
る
輸
出
事
業
者
と
措
定
で
き
よ
う
．

複
数
枚
同
型
の
作
品
が
一
具
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
墨
書
銘
を
有
す
る
作
品

が
１
点
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
、
消
失
な
ど
に
よ
る
資
料
残
存
の
可
能
性
に
よ

る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
荷
と
し
て
梱
包
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
一
部
に
墨
書
銘

が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
Ⅱ
ｌ
却
青
白
磁

陽
印
刻
鳳
凰
文
Ⅲ
の
よ
う
に
、
皿
点
中
加
点
に
墨
書
が
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
を
ど
う
考
え
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

製
品
の
施
釉
面
に
墨
書
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
日
こ
れ
ら
を
取
り
去
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
製
品
の
価
値
を
減
じ
る
も
の
で
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
１

１
ｍ
青
磁
陰
刻
唐
草
文
碗
は
一
部
の
墨
書
銘
が
完
全
に
消
失
し
て
お
り
、
痕
跡
さ
え
残

し
て
い
な
い
Ｐ
単
体
で
は
荷
札
を
施
す
こ
と
が
で
き
な
い
陶
磁
器
に
対
し
て
墨
書
を

行
う
こ
と
は
、
最
も
確
実
に
属
性
情
報
を
付
与
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
施
釉
さ
れ
て
お
ら
ず
、
墨
痕
が
完
全
に
除
去
し
に
く
い
高

台
部
分
に
墨
書
を
施
す
こ
と
と
は
全
く
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
器
物
の
所
属
を
示
す
墨
書
や
、
刻
銘
が
高
台
裏
に
な
さ
れ
る
こ
と
と
発
想
は
異

な
っ
て
い
る
。

新
安
沈
没
船
舶
載
の
陶
磁
器
に
は
、
墨
書
銘
以
外
に
も
意
匠
と
し
て
の
文
字
が
見

込
み
に
記
さ
れ
て
い
る
作
品
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
器
胎
内
底
面
に
文

字
を
陰
刻
あ
る
い
は
印
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
銘
文
は
「
寿
」
、
「
天
下
太
平
」
、

「
玉
出
富
山
」
、
「
罠
山
片
玉
」
、
「
白
玉
満
堂
」
、
「
富
貴
長
命
」
、
「
寿
山
福
海
」
、
「
寿
冨

福
禄
」
、
「
福
禄
双
全
」
、
「
衣
食
自
然
」
、
「
禄
」
、
「
王
」
、
「
可
」
と
い
っ
た
吉
祥
文
言

で
、
広
義
の
祥
瑞
文
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
〈
表
２
）
・
新
安
沈
没
船
の
事
例
で
は
白

磁
に
付
け
ら
れ
た
も
の
が
多
く
青
磁
に
は
少
な
い
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ら
文
言
は
一
般
的
な
事
例
で
は
青
磁
見
込
み
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
白

三
輸
入
陶
磁
器
の
記
号
論

－12－



表2新安沈船舶載の文字意匠陶盗器 磁
陰
印
刻
文
字
銘
鉢
で
は
、
同
文
様
の
作
品
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
意
匠
と
し
て

の
性
格
が
強
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
銘
文
が
意
匠
で
あ
る
と
の
み
い

い
切
れ
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
沖
縄
県
渡
地
村
跡
遺
跡
出
土
の
高
台
資
料

遺物番号

(什号剋支）

数量

(午寺）
名称（再割）図録番号 備考（墨書等）

青磁陰印刻蓮華文馬上杯 内側面に「寿」字陰刻1-130 990 1

青磁陽印刻菊牡丹文皿 内底に「天下太平」銘文1-261 3192 1

白磁陰印刻文字銘銀口皿 内底に「玉出罠山」銘文Ⅱ-393 3263 34

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「罠山片玉」銘文Ⅱ－394 3267 18

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「白玉満堂」銘文Ⅱ－395 1879 4

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「富貴長命」銘文16Ⅱ－396 1877

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「寿山福海」銘文Ⅱ-397 3135 22

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「寿富福禄」銘文Ⅱ－398 16 14

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「福禄双全」銘文Ⅱ-399 1850 1

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「衣食自然」銘文1860Ⅱ－400 6

白磁陰印刻文字銘鉢 内底に「禄」銘文Ⅱ-401 1136 8

白磁馬上杯 内側面両側に「王」銘Ⅱ-419 2500 6

白磁陽印刻花文碗 内側面に「可」銘少数5948Ⅱ－422 115

＊番号等は「新安」による

小
碗
ｎ
％
）
で
あ
り
、
時
代
は
新
安
沈
没
船
の
時
代
よ
り
一
世
紀
以
上
下
る
十
五

（

Ⅳ

）

世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
が
主
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
舶
載
さ
れ
る
蓋
器
類
の
性

（

肥

）

格
は
異
な
る
が
、
見
込
に
は
「
金
玉
満
堂
」
（
図
Ｍ
）
、
「
吉
」
（
図
晦
、
恥
）
、
「
寿
」
（
図

面
）
、
「
福
」
（
図
肥
）
、
「
好
」
（
図
坦
な
ど
の
吉
祥
文
言
や
、
同
一
意
匠
の
印
刻
、
文

様
を
施
す
多
様
な
器
種
が
存
在
し
て
い
て
、
新
安
沈
没
船
の
舶
載
蓋
器
の
「
白
玉
満

堂
」
、
「
寿
」
、
「
王
」
と
い
っ
た
銘
文
と
共
通
し
て
い
る
。
器
種
が
多
様
で
あ
る
に
も

拘
わ
ら
ず
同
一
記
号
が
捺
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
一
方
で
は
商
標
、
ブ
ラ
ン
ド
、
製

作
工
房
を
示
す
記
号
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
朝
後

期
に
な
る
と
盛
ん
に
高
台
裏
に
捺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
記
号
と
し
て
の
「
乾
隆
年

製
」
印
な
ど
と
も
通
底
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
所
出
土
の
麦
器
類
見
込
み
の
文
様
に
は
、
草
花
文
に
「
王
」
字
や
（
図
別
）
、
「
顔

氏
」
〈
図
型
、
「
九
□
（
蔵
ヵ
ご
（
図
型
、
「
口
川
」
〈
図
羽
中
央
下
）
と
い
っ
た
、
明

ら
か
に
製
造
者
〈
工
房
）
を
示
す
と
思
わ
れ
る
記
号
を
持
つ
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら

印
刻
文
が
単
な
る
意
匠
と
の
み
は
言
い
切
れ
な
い
要
素
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
．

こ
の
よ
う
な
意
匠
は
、
新
安
沈
没
船
舶
載
蓋
器
の
見
込
み
中
央
に
記
さ
れ
た
、
記
号

化
し
た
文
字
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
文
字
や
記
号
は
、
意
匠
と
し
て
も
成
立
す
る
も
の

で
あ
り
、
普
遍
性
・
永
続
性
を
指
向
し
た
と
思
わ
れ
る
。
文
字
は
吉
祥
文
言
で
あ
り
、

商
品
価
値
を
減
じ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
生
産
地
や
生
産
者
の
明
示
は
、
製
品

沖
縄
県
那
覇
市
通
堂
町
所
在
の
渡
地
（
わ
た
ん
ぢ
）
村
跡
遺
跡
調
査
面
積
”
。
、
）

か
ら
は
明
時
代
前
期
の
二
二
五
・
五
姥
の
青
磁
片
が
出
土
し
て
お
り
、
底
部
（
高
台
）

部
分
資
料
は
一
三
八
八
点
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
と
の
貿
易
に
よ
っ
て
琉

球
王
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
青
磁
と
考
え
ら
れ
、
内
湾
で
あ
る
漫
港
入
り
口
の
接
岸
地

（

略

）

造
成
の
際
に
一
括
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

成
の
際
に
一
括
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
廃
棄
青
磁
片
の
器
種
構
成
は
、
碗
（
９
％
）
、
Ⅲ
副
％
）
、
盤
屈
％
）
、

２７

１
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（
２
）
博
多
出
土
甕
器
の
高
台
裏
墨
書

陶
磁
器
類
と
墨
書
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
福
岡
県
博
多
遺
跡
群
か
ら
検
出
さ
れ
て

い
る
膨
大
な
量
の
陶
磁
器
類
が
戦
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
陶
磁
器
類
高
台
裏
に
は

多
様
な
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
研
究
史
で
は
そ
の
理
解
に
変
化
が
発
生
し
て
お
り
、

古
く
は
元
軍
兵
士
の
持
物
説
、
次
い
で
日
宋
貿
易
遺
品
、
宋
人
の
所
有
品
、
現
在
で

は
商
品
の
所
有
者
を
示
す
記
号
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
所
有
の
主
体
者
は
、
当
時
博
多
に
形
成
さ
れ
た
「
唐
房
（
防
）
」
の
中
国
商
人
（
博

多
綱
首
Ⅱ
船
主
・
船
頭
）
で
あ
り
、
所
有
を
示
す
記
号
と
し
て
の
墨
書
銘
を
施
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
新
安
沈
没
船
舶
載
麦
器
よ
り
古
く
、
時
代
的
に
は
皿
世

紀
か
ら
十
三
世
紀
に
ま
た
が
る
文
物
が
多
い
。
よ
っ
て
、
主
に
日
宋
貿
易
の
結
果
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
博
多
綱
首
は
船
主
・
船
頭
で
あ
り
、
銘
文
に
は
「
王
」
、
「
周
」
、
「
林
」
、

「
鄭
」
な
ど
の
人
名
や
、
「
丁
綱
」
、
「
柳
綱
」
、
「
張
綱
」
、
「
綱
」
と
い
っ
た
職
名
と
思

わ
れ
る
文
字
が
多
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
墨
書
銘
の
う
ち
、
「
丁
綱
」

は
鮨
例
、
「
綱
」
は
記
例
と
な
っ
て
い
る
。
韓
国
忠
清
南
道
沿
岸
の
十
二
世
紀
か
ら
十

三
世
紀
の
沈
没
船
遺
品
に
「
鄭
綱
」
等
の
墨
書
を
も
つ
も
の
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
墨
書
の
あ
る
陶
磁
器
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
佐
伯
弘
次
氏
は
「
こ
の
遺
物
が
仮

に
中
国
（
明
州
）
か
ら
高
麗
に
向
か
っ
た
貿
易
船
の
積
荷
だ
と
仮
定
す
る
と
、
日
宋

貿
易
と
宋
麗
貿
易
は
同
じ
よ
う
な
構
造
を
持
つ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
し
、
博
多
の
墨

（

旧

）

書
陶
磁
器
は
、
商
品
説
が
有
力
と
な
る
こ
と
に
な
る
」
と
言
及
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
墨
書
の
性
質
を
鑑
み
れ
ば
商
品
価
値
を
落
と
し
て
ま
で
墨
書

す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
少
数
の
、
か
つ
多
様
な

墨
書
が
商
品
に
対
す
る
記
号
と
な
り
得
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
二
○
五
年

完
成
時
ま
で
に
明
示
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
韓
国
新
安
沈
没
船
に
舶
載
さ
れ
て
い
た
蓋
器
の
う
ち
、
墨
書
が
あ
る

作
品
の
墨
書
銘
を
再
検
証
し
た
。
墨
書
銘
は
完
全
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
皆

無
で
あ
る
が
、
全
体
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
青
磁
に
つ
い
て
は
「
上
色
青
蓋
」
、
白

磁
に
つ
い
て
は
「
上
色
白
蓋
」
と
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
墨
書
が
ど
の
程
度
の
割
合
で
蓋
器
に
記
さ
れ
て
い
た
か
は
判
断
の
根
拠
を
持
た

な
い
が
、
残
存
作
例
か
ら
考
え
れ
ば
ご
く
一
部
に
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
蓋

器
を
梱
包
し
た
状
態
で
そ
の
一
部
に
ほ
ど
こ
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
．

文
字
に
つ
い
て
は
、
唐
か
ら
宋
風
の
書
風
で
あ
り
、
発
送
地
で
記
さ
れ
た
こ
と
を

裏
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
書
き
様
は
粗
雑
、
拙
速
で
あ
り
、
こ
の
四
文
字
が
半
ば
記

号
化
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
記
号
化
さ
れ
た
品
質
認
証
が

墨
書
銘
の
形
で
商
品
に
付
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
、
吉
祥

文
言
を
意
匠
と
し
て
記
す
蓋
器
類
を
例
示
し
て
考
え
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
記
号
が
高

台
に
記
さ
れ
た
墨
書
と
は
性
質
の
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
後
半
で
は
論
じ
た
。
従

来
諸
説
あ
る
、
高
台
裏
墨
書
銘
に
つ
い
て
は
、
商
品
と
モ
ノ
と
の
関
係
性
か
ら
再
考

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

モ
ノ
に
墨
書
を
施
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
墨
書
土
器
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

に
博
多
に
来
港
し
た
宋
船
に
は
４
万
枚
の
磁
器
碗
と
２
万
枚
の
磁
器
皿
が
積
載
さ
れ

て
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
墨
書
を
施
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

陶
磁
器
の
製
品
化
に
当
た
っ
て
は
、
永
い
商
品
化
の
歴
史
に
お
い
て
生
産
や
流
通

の
合
理
性
が
十
分
に
追
求
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
モ
ノ
の
移

動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
荷
の
所
有
者
を
明
示

す
る
意
図
で
、
墨
書
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
疑
問
が
残
る
。
所
有
者
個
人
の
個
人
所

（

卯

）

有
を
明
示
す
る
た
め
の
文
字
・
記
号
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に
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主一
三
口（

１
）
近
年
、
中
国
大
陸
お
よ
び
朝
鮮
半
島
か
ら
輸
入
・
請
来
さ
れ
た
舶
載
文
物
の
研
究
は
め
ざ
ま
し

く
、
二
○
二
年
歴
史
学
研
究
会
大
会
古
代
部
会
で
の
皆
川
雅
樹
氏
報
告
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
「
唐
物
」
の
再
検
討
が
関
心
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
従
来
、
主
に
美
術
史
学
、

あ
る
い
は
考
古
学
分
野
か
ら
の
関
心
が
主
体
で
あ
っ
た
文
物
の
研
究
に
、
大
陸
文
物
受
容
史
の

観
点
か
ら
史
料
の
再
検
討
が
行
わ
れ
、
史
料
と
資
料
の
比
較
検
討
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
研

究
の
現
状
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
根
津
美
術
館
「
南
宋
の
青
磁
ｌ
宙
を
う
つ
す
う
つ
わ
』
（
創

立
、
周
年
記
念
特
別
展
、
二
○
一
○
年
十
月
）
、
徳
川
美
術
館
「
室
町
将
軍
家
の
至
宝
を
探
る
」

（
秋
季
特
別
展
、
徳
川
美
術
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
中
日
新
聞
・
文
化
庁
主
催
、
二
○
一

〔
付
記
一

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
国
立
中
央
博
物
館
（
韓
国
）
遺
物
管
理
部
研
究
員
李
秀
美

氏
、
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
班
主
任
新
垣
力
氏
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

ま
た
、
資
料
調
査
に
際
し
て
は
朴
勝
夏
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、
在

オ
ラ
ン
ダ
）
、
洪
忠
黄
氏
（
韓
国
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
解
説
員
）
の
助
力
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
四
年
（
二
○
一
二
）
～
二
十
六
年
（
二
○
一
四
）
度
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
二
般
二
課
題
番
号
二
四
五
二
○
七
二
三
「
中

世
鎌
倉
地
域
に
お
け
る
寺
院
什
物
帳
（
文
物
台
帳
）
と
請
来
遺
品
〈
唐
物
）
の
基
礎

的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（

別

）

の
先
行
研
究
も
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
墨
書
は
消
滅
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
板

碑
な
ど
の
石
製
品
に
記
さ
れ
た
墨
書
が
、
存
外
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
る
。
消

滅
に
よ
る
資
料
残
存
の
偏
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
墨
書
銘
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

り
も
よ
り
広
範
に
な
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
商
品
に
施
さ
れ
た
墨
書
を
今
後
は

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
た
い
．

〆へ

q
､二／

〆へ

8
、一

へ
７
）

〆
匙

声、

6
ー〆

〆へ

5
、一

〆へ

4
、一

〆一、

3
、一

匙
〆

（
２
）

○
年
十
月
）
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
、
茶
道
資
料
館
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鎌
倉
時
代
の
喫
茶
文

化
」
（
二
○
○
八
年
十
一
月
、
京
都
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
け
る
村
井
章
介
氏
講
演
「
輸
入

文
化
と
し
て
の
喫
茶
１
週
～
皿
世
紀
の
文
字
資
料
か
ら
ｌ
」
、
京
都
国
立
博
物
館
公
開
国
際
セ

ミ
ナ
ー
「
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
ｌ
地
域
特
質
と
相
互
文
化
認
識
交
流
媒
体
の
研

究
」
（
二
○
○
九
年
九
月
）
に
お
け
る
羽
田
聡
氏
「
中
世
史
料
研
究
と
唐
物
」
、
家
塚
智
子
氏

「
室
町
時
代
に
お
け
る
唐
物
の
受
容
ｌ
同
朋
衆
と
唐
物
ｌ
」
ら
の
報
告
を
得
る
な
ど
「
唐
物
」

の
実
体
研
究
は
活
況
を
呈
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
（
後
者
は
久
保
智
康
氏
編
「
東
ア
ジ
ア
を
め

ぐ
る
金
属
工
芸
」
勉
誠
出
版
社
、
二
○
一
○
年
七
月
所
収
）
。

古
川
「
仏
日
庵
公
物
目
録
と
記
録
さ
れ
る
唐
物
」
（
貿
易
陶
磁
研
究
会
、
二
○
一
二
年
九
月
二

十
九
’
三
十
日
、
青
山
学
院
大
学
）
な
ど
。

本
務
で
あ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
史
料
と
資
料
の
比
較
検
討
を
重
視
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
再
発
見
鎌
倉
の
中
世
」
展
を
開
催
し
た
。
そ
の
な
か
で
中
世
都
市

鎌
倉
出
土
の
文
化
財
を
重
点
的
に
展
示
し
、
資
料
に
つ
い
て
は
図
録
（
世
界
遺
産
登
録
推
進
三

館
連
携
特
別
展
「
武
家
の
古
都
・
鎌
倉
」
、
二
○
一
二
年
十
月
）
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
「
新
安
船
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
国
内
で
の
従
来
表
記
に
準
じ
て
「
新
安

沈
没
船
」
と
し
た
。

た
だ
し
、
威
信
財
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
盤
」
や
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
唐
物
と
認
知
で
き
る

も
の
は
数
％
に
と
ど
ま
る
。
唐
物
の
実
態
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

磁
器
類
を
査
器
と
し
た
。
墨
書
銘
に
は
「
頤
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
甑
」
は
皿

や
鉢
な
ど
を
指
す
よ
り
狭
義
な
用
法
の
語
で
あ
る
。

な
お
報
告
で
は
、
「
高
台
」
の
語
を
器
物
の
底
辺
に
存
在
し
て
、
直
接
に
接
地
し
な
い
よ
う
に

細
工
し
た
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
高
台
を
中
心
と
し
た
見
込
・
底
面
を
含
ん
だ
部
分
に
つ
い
て

用
い
て
い
る
。

調
査
は
二
○
一
五
年
六
月
八
日
に
実
施
し
た
。
一
部
展
示
中
等
で
実
験
で
き
な
か
っ
た
作
品

に
つ
い
て
は
「
新
安
」
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
を
補
っ
て
い
る
。
一
部
作
品
に
つ
い
て
は
数
量
に

異
動
が
あ
っ
た
。

番
号
（
表
１
の
「
図
録
番
号
」
）
は
『
新
安
海
底
遺
物
」
（
韓
国
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局

編
、
高
麗
書
籍
株
式
会
社
八
ソ
ウ
ル
Ｖ
、
日
本
で
は
同
和
出
版
公
社
、
一
九
八
三
年
六
月
、
以
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（
肥
）
「
渡
地
村
跡
ｌ
臨
港
道
路
那
覇
１
号
線
整
備
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
報
告
ｌ
」
（
沖
縄
県
立
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
妬
集
、
二
○
○
七
年
七
月
）
。
な
お
、
本
稿
掲
載
の
見
込

み
文
字
部
分
の
高
台
資
料
（
図
Ｍ
～
図
窃
）
は
、
報
告
害
に
お
い
て
は
総
数
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
字
を
有
す
る
資
料
の

す
べ
て
で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
資
料
図
版
は
実
査
（
二
○
一
三
年
四
月
）
に
際
し
て
撮
影
を

す
べ
て
で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
塗

（
妬
）
実
見
に
際
し
て
は
、
該
当
遺
物
番
号
に
対
す
る
資
料
は
こ
の
１
点
で
あ
る
と
い
う
説
明
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
『
新
安
」
資
料
編
に
記
載
す
る
四
点
に
ど
の
よ
う
に
墨
書
銘
が
あ
っ
た
か

（
肥
）
本
来
は
鋳
造
貨
幣
に
鋳
刻
さ
れ
る
も
の
で

（
型
『
歴
博
」
Ⅷ
号
、
二
○
一
○
年
五
月
参
照
。

（
釦
）
主
旨
に
つ
い
て
は
二
○
一
四
年
三
月
十
一

（
Ⅳ
）
こ
れ
ら
の
青
磁
と
共
通
性
を
も
つ
器
種
は
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
宇
検
村
（
う
け
ん
そ
ん
）
の
倉

下
『
新
安
』
と
す
る
）
所
収
の
巻
末
資
料
編
の
番
号
で
あ
り
、
遺
物
番
号
（
什
号
咀
一
墓
、
名

称
（
胃
割
）
、
数
量
（
午
寺
）
、
高
さ
、
口
径
、
底
径
、
出
土
年
度
、
出
土
地
域
は
、
そ
の
情
報

を
参
考
と
し
た
。
遺
物
番
号
は
国
立
中
央
博
物
館
の
所
蔵
品
台
帳
番
号
と
一
致
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
数
量
は
現
状
で
異
同
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
上
」
文
字
左
上
に
あ
る
ホ
ッ
や
陰
刻
唐
草
文
か
ら
、
「
新
安
」
所
載
の
作
品
と
同
一
物
で
あ
る

と
比
定
で
き
る
。

青
白
磁
に
見
ら
れ
る
墨
書
銘
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
甑
」
と
す
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
新
安
」
に
は
３
点
と
す
る
が
、
同
一
遺
品
番
号
の
作
品
は
１
点
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

皮
膜
に
紙
の
繊
維
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
作
品
に
墨
書
し
た
料
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

愛
新
覚
羅
烏
拉
煕
春
・
吉
本
道
雅
「
韓
半
島
か
ら
眺
め
た
契
丹
・
女
真
」
（
京
都
大
学
学
術
出

版
会
、
二
○
二
年
九
月
）
、
中
国
歴
史
博
物
館
・
内
蒙
古
自
治
区
文
化
庁
編
「
契
丹
王
朝
ｌ

内
蒙
古
遼
代
文
物
清
華
』
（
二
○
○
二
年
、
中
国
蔵
学
出
版
社
、
北
京
）
に
は
高
台
内
に
「
官
」

内
蒙
古
遼
代
文
物
清
華
』
（
二
○
○
二
年
、
中
国

「
盈
」
字
を
陰
刻
す
る
白
尭
を
掲
載
し
て
い
る
。

木
崎
海
底
遺
跡
か
ら
も
検
出
さ
れ
て
い
る
（
一
九
九
四
年
～
）
。

本
来
は
鋳
造
貨
幣
に
鋳
刻
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ご
許
可
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

はた

未 。
詳し
O L

日
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
成
果
報
告
会

に
お
け
る
報
告
「
唐
物
研
究
資
料
と
し
て
の
高
台
に
つ
い
て
」
と
し
て
報
告
し
た
。
平
成
妬
年

（
二
○
一
三
）
度
か
な
が
わ
の
遺
跡
展
・
巡
回
展
「
地
中
に
埋
も
れ
た
江
戸
時
代
の
道
具
た
ち
」

で
は
出
土
焼
き
継
ぎ
資
料
の
高
台
の
四
割
に
朱
書
き
が
あ
り
、
そ
の
文
字
が
出
土
地
周
辺
２
，

５
ｍ
圏
内
の
地
名
と
人
名
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
近
世
陶
磁
器
資
料
高
台
裏
に
朱
書
さ
れ
た
文
字
の
意
味
は
歴
史
史
料
の
裏
付
も
あ
り
明
確

で
あ
る
。
大
村
浩
司
・
石
倉
澄
子
「
焼
き
継
ぎ
資
料
に
つ
い
て
」
（
「
上
ノ
町
・
広
町
遺
跡
」
茅

ヶ
崎
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
会
、
一
九
九
七
年
）
。

（
皿
）
『
古
代
文
字
資
料
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
構
築
と
在
地
社
会
の
研
究
』
（
研
究
代
表
者
吉
村
武
彦
、

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
度
～
平
成
十
三
年
（
二
○
○
二
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
）
（
２
）
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
○
○
一
年
三
月
）
な
ど
。
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｛
資
料
紹
介
｝

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
考
古
資
料

ｌ

林

國

治

氏

、

小

林

小

三

郎

氏

旧

蔵

の

小
林
小
三
郎
氏
旧
蔵
の

｛
要
旨
一

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
の
報

告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
林
國
治
氏
、
小
林
小
三
郎
氏
旧
蔵
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
現
在
の
称
名
寺
Ａ
貝
塚
お
よ
び
Ｂ
貝
塚
周
辺
で
採
集
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
縄
文
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
に
か
け
て
の
土
器
片
が
主
体
を

占
め
て
い
る
。
縄
文
時
代
に
お
け
る
称
名
寺
貝
塚
で
の
活
動
時
期
が
端
的
に
示

さ
れ
て
い
よ
う
。

林
氏
旧
蔵
資
料
は
、
昭
和
二
○
年
代
に
採
集
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
武
蔵
野

郷
土
館
の
吉
田
格
氏
が
こ
の
資
料
を
見
て
称
名
寺
貝
塚
の
発
掘
を
希
望
し
、
そ

れ
に
よ
り
実
施
し
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
後
期
初
頭
の
称
名
寺
式
土

器
の
設
定
へ
と
至
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
林
氏
旧
蔵
資
料
は
称
名
寺
式
土
器

研
究
の
端
緒
と
な
っ
た
資
料
群
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
学
史
的
に
も
非
常
に
貴

重
な
資
料
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
｝

称
名
寺
貝
塚
称
名
寺
式
土
器

横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
Ｉ

千

葉

毅

（
１
）
資
料
の
背
景

ま
ず
は
そ
の
採
集
の
背
景
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
称
名
寺
貝
塚

の
位
置
お
よ
び
各
貝
塚
の
地
点
は
第
１
図
に
示
し
た
。

林
國
治
氏
は
横
浜
市
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遺
跡
で
遺
物
の
採
集
、
発
掘
を
行
な

っ
て
い
た
郷
土
史
家
で
あ
る
。
一
八
九
八
（
明
治
三
二
年
生
ま
れ
の
林
氏
は
、
十

九
歳
で
あ
っ
た
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
採
集
を
始
め
た
。
一
九
四
五
（
昭
和

二
○
）
年
に
は
戦
災
で
そ
れ
ま
で
採
集
し
た
資
料
を
全
て
失
う
が
、
一
九
四
九
年
よ

り
再
び
採
集
、
発
掘
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（

１

）

林
氏
は
後
年
に
こ
れ
ら
の
調
査
、
踏
査
に
つ
い
て
の
回
想
録
を
著
し
て
い
る
。
そ

の
文
中
に
は
、
今
日
で
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
神
奈
川
県
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
記

述
も
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
林
國
治
氏
お
よ
び
小
林
小
三
郎
氏
に
よ
り
採
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
特
に
林
氏
採
集
資
料
は
、
昭
和
二
○
年
代
に
採
集
さ
れ
、
後
に
称
名
寺
式
土

器
設
定
の
契
機
と
も
な
っ
た
資
料
で
あ
り
、
学
史
的
に
も
重
要
で
あ
る
。

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
の
一
九

六
七
年
の
開
館
以
来
、
県
内
の
考
古
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
。
公
立
の
総
合
博

物
館
と
し
て
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
国
内
に
お
い
て
も
先
駆
的
な
存
在
で
あ
り
、
学

史
的
に
貴
重
な
資
料
も
少
な
か
ら
ず
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
筆
者
は
そ
れ
ら
の

資
料
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
未
公
表
で
あ
っ
た
資
料
群
を
中
心
に
整
理
作
業
を
進
め
て

い
る
。
整
理
が
進
み
次
第
、
順
次
公
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

る
。
整
理
が
進
み
次
第
、
順
次
公
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

は
じ
め
に

｜
林
國
治
氏
採
集
資
料

本
稿
で
は
横
浜
市
金
沢
区
称
名
寺
貝
塚
で
採
集
さ
れ
た
資
料
の
報
告
を
行
な
う
。
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第1図称名寺貝塚の位置および各貝塚の地点

回
想
録
に
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
に
つ
い
て
も
記
述
が
認

め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
「
本
遺
跡
は
稻
名
寺
総
門
を
入
っ
て
右
側
家
邸
内
」
に

あ
る
。
一
九
四
九
年
一
月
に
赤
星
直
忠
氏
が
実
施
し
た
発
掘
調
査
を
新
聞
で
知
り
林

氏
は
調
査
に
参
加
す
る
。
同
年
三
月
二
○
日
に
は
林
氏
が
個
人
的
に
発
掘
を
行
な
っ

（

マ

マ

）

た
。
こ
の
際
の
出
土
土
器
の
一
つ
に
つ
い
て
「
土
器
片
は
後
期
、
堀
ノ
内
式
と
共
に

見
馴
れ
な
い
文
様
の
も
の
が
多
く
、
そ
の
中
に
黒
色
で
底
部
を
火
に
よ
っ
て
欠
き
、
波

状
口
縁
の
全
形
三
分
の
一
程
の
一
個
の
土
器
片
は
私
の
関
心
を
大
い
に
引
い
た
」
「
高

さ
十
数
セ
ン
チ
」
と
記
載
が
あ
る
。

一
九
五
○
年
暮
れ
に
武
蔵
野
郷
土
館
の
吉
田
格
氏
が
横
浜
の
林
氏
宅
を
訪
問
し
た

際
、
林
氏
は
吉
田
氏
に
先
の
土
器
片
を
は
じ
め
と
す
る
称
名
寺
貝
塚
採
集
、
出
土
品

（

２

）

を
見
せ
る
。
こ
れ
を
見
た
吉
田
氏
は
す
ぐ
に
発
掘
調
査
の
実
施
を
希
望
し
、
翌
一
九

（

３

）

五
一
年
一
月
一
二
日
に
林
氏
に
加
え
岡
本
勇
氏
、
市
原
寿
文
氏
ら
と
共
に
調
査
を
行

な
う
。
一
九
六
○
年
に
武
蔵
野
文
化
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
発
掘
調
査
報
告
書
を
み

る
と
、
第
一
次
調
査
は
一
九
五
一
年
二
月
一
八
日
～
二
三
日
に
実
施
と
あ
る
こ
と
か

（
４
）ら

、
一
月
一
二
日
の
調
査
は
事
前
の
試
掘
調
査
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
こ
の
際
の
調
査
地
は
後
に
Ａ
貝
塚
お
よ
び
Ｂ
貝
塚
と
さ
れ
る
地
点
で
あ
る

（
第
１
図
）
。
吉
田
氏
ら
に
よ
る
第
二
次
調
査
は
一
九
五
七
年
九
月
～
一
○
月
に
、
Ｂ

貝
塚
、
Ｃ
貝
塚
、
Ｇ
貝
塚
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
林
氏
も
見
学
に
訪
れ
、
作
業
に

も
参
加
し
て
い
る
。
回
想
録
に
見
ら
れ
る
称
名
寺
貝
塚
関
連
の
記
述
は
以
上
で
あ
る
。

当
館
の
収
蔵
す
る
林
氏
旧
蔵
資
料
の
中
に
は
、
墨
で
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

が
散
見
さ
れ
る
。
注
記
に
は
昭
和
二
四
年
三
月
二
○
日
付
、
昭
和
二
五
年
一
二
月
二

四
日
付
、
昭
和
二
六
年
一
月
二
一
日
付
お
よ
び
「
金
澤
屋
稻
名
寺
貝
塚
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
昭
和
二
四
年
三
月
二
○
日
と
昭
和
二
六
年
一
月
一
二
日

に
つ
い
て
は
回
想
録
に
記
述
が
あ
っ
た
も
の
に
該
当
し
よ
う
。
昭
和
二
五
年
一
二
月

二
四
日
の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
林
氏
の
資
料
が
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
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（
２
）
昭
和
二
四
年
三
月
二
○
日
採
集
資
料
（
第
２
、
３
図
）

１
～
略
は
、
注
記
か
ら
昭
和
二
四
年
三
月
二
○
日
の
採
集
品
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
た
吉
田
氏
が
発
掘
を
希
望
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
称
名
寺
式
土
器
研
究
の
端
緒
と
な
っ
た
資
料
群
と
言
え
る
。

１
は
、
四
単
位
の
波
状
口
縁
と
な
る
深
鉢
で
あ
る
。
口
縁
部
の
窓
枠
状
区
画
と
胴

部
の
紡
錘
文
、
懸
垂
文
が
一
体
化
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
口
縁
部
下
端
の
段
は

見
ら
れ
な
い
。
波
頂
部
の
口
唇
に
は
刺
突
が
施
さ
れ
る
．
沈
線
は
太
く
深
い
が
内
面

へ
の
突
出
は
見
ら
れ
な
い
。
本
資
料
は
波
状
口
縁
で
あ
る
こ
と
や
、
全
体
の
三
分
の

一
程
度
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
、
大
き
さ
が
お
よ
そ
十
六
セ
ン
チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
の
記
載
に
あ
っ
た
林
氏
の
「
関
心
を
大
い
に
引
い
た
」
土
器
片
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
「
黒
色
で
底
部
を
火
に
よ
っ
て
欠
き
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な

被
熱
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
日
の
注
記
が
あ
る
資
料
の
中
で
波
状
口
縁
は
本
資
料

の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
氏
の
記
述
し
た
土
器
片
は
、
あ
る
い
は
当
館
に
収
蔵
さ

れ
る
以
前
に
分
別
さ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

２
は
、
口
縁
部
下
端
の
区
画
を
失
い
、
口
縁
部
文
様
と
胴
部
文
様
が
一
体
化
し
て

い
る
。
口
縁
部
下
端
の
段
は
認
め
ら
れ
な
い
。
平
坦
に
面
取
り
さ
れ
た
口
唇
部
や
太

く
深
い
沈
線
、
胴
部
最
大
径
付
近
に
文
様
下
端
区
画
が
描
か
れ
る
要
素
な
ど
に
は
称

名
寺
式
初
期
の
特
徴
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
沈
線
内
で
の
描
き
足
し
が
多

く
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
「
Ｊ
」
字
状
文
間
に
は
下
端
区
画
か
ら

上
方
へ
せ
り
上
が
っ
た
舌
状
の
文
様
が
描
か
れ
、
既
に
縄
文
部
と
無
文
部
の
等
幅
帯

状
化
へ
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
縄
文
原
体
に
は
一
段

の
は
一
九
六
六
年
一
○
月
で
あ
る
。

以
下
に
資
料
の
観
察
所
見
を
記
す
。
こ
こ
で
は
学
史
的
な
側
面
を
重
視
し
、
注
記

か
ら
判
別
し
た
採
集
日
ご
と
に
報
告
す
る
。

二
一
条
の
皿
が
使
用
さ
れ
る
。

３
の
口
縁
部
に
は
反
転
し
た
窓
枠
状
区
画
文
が
描
か
れ
、
区
画
間
に
は
指
頭
状
の

刺
突
が
施
さ
れ
る
。
下
方
に
は
紡
錘
文
が
描
か
れ
る
。
口
辺
部
下
端
の
段
は
作
出
さ

れ
ず
、
区
画
沈
線
も
認
め
ら
れ
な
い
。
単
独
で
紡
錘
文
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

器
壁
は
や
や
薄
く
、
内
面
に
は
凹
凸
が
み
ら
れ
る
が
、
外
面
の
沈
線
施
文
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
調
整
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

４
も
３
と
同
様
に
、
反
転
し
た
窓
枠
状
区
画
が
描
か
れ
る
。
区
画
の
下
に
は
楕
円

形
の
文
様
が
単
独
で
描
か
れ
る
。
下
方
か
ら
は
舌
状
の
文
様
が
せ
り
上
が
る
よ
う
に

、

窓
枠
状
区
画
付
近
ま
で
描
か
れ
る
。

５
に
は
、
丸
み
を
帯
び
た
「
Ｊ
」
字
状
文
が
描
か
れ
る
。
帯
縄
文
は
さ
ら
に
右
下

方
へ
接
続
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
「
Ｊ
」
字
状
文
が
二
段
描
か
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
文
様
描
出
の
技
法
や
器
壁
、
胎
土
か
ら
は
既
に
称
名
寺
式
の
初
期
の

特
徴
は
失
わ
れ
て
い
る
。

６
は
口
縁
部
下
か
ら
縄
文
が
施
さ
れ
る
。
小
破
片
で
文
様
構
成
は
不
詳
で
あ
る
。

７
は
、
太
く
深
い
沈
線
で
、
「
Ｊ
」
字
状
文
と
思
わ
れ
る
文
様
が
描
か
れ
る
も
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
上
下
に
二
段
構
成
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
初
期
の
称
名
寺
式
に

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、
器
面
に
は
凹
凸
が
顕
著
で
、
沈
線
の
深
さ
も
一
定
で
な
い
。
器

壁
は
薄
く
、
沈
線
の
ナ
ゾ
リ
描
出
の
た
め
、
内
面
に
「
ミ
ミ
ズ
腫
れ
」
状
の
突
出
が

認
め
ら
れ
る
。
内
面
調
整
に
は
刷
毛
目
の
よ
う
な
擦
痕
が
見
ら
れ
る
。

８
，
９
に
は
紡
錘
文
と
思
わ
れ
る
文
様
の
下
半
か
ら
胴
部
文
様
の
下
端
区
画
ま
で

が
認
め
ら
れ
る
。
９
の
紡
錘
文
は
、
８
と
比
べ
丸
み
を
帯
び
る
。
ま
た
文
様
の
間
隔

も
や
や
狭
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

皿
は
、
間
隔
縄
文
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
縦
方
向
の
縄
文
の
間
隔
は
均
等
で
な
く
、

特
に
下
方
で
は
不
安
定
と
な
る
。
林
氏
の
採
集
品
の
中
で
間
隔
縄
文
の
施
さ
れ
た
破

片
は
本
資
料
の
み
で
あ
る
。
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（
３
）
昭
和
二
五
年
十
二
月
二
四
日
採
集
資
料
（
第
４
、
５
図
）

略
～
釦
は
、
注
記
か
ら
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
四
日
の
採
集
品
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
回
想
録
に
は
こ
の
日
付
の
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

咽
に
は
反
転
し
た
窓
枠
状
区
画
文
と
紡
錘
文
、
文
様
下
端
区
画
が
描
か
れ
る
。
文

様
の
間
隔
が
広
い
点
、
下
端
区
画
下
に
渦
巻
文
の
よ
う
な
小
さ
な
文
様
が
認
め
ら
れ

る
点
等
に
は
称
名
寺
式
の
最
古
段
階
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
器
面
の
調

整
は
粗
く
、
全
体
的
に
凹
凸
が
あ
る
。
内
面
に
は
ケ
ズ
リ
状
の
擦
痕
が
多
数
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
胴
部
張
り
出
し
部
に
相
当
す
る
部
分
の
内
面
に
は
水
平
に
ス
ス
が
付
着

し
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
下
方
も
黒
色
化
し
て
い
る
。

Ⅳ
で
は
口
縁
部
の
窓
枠
状
区
画
と
胴
部
文
様
が
一
体
化
し
て
い
る
。
破
片
右
端
に

は
沈
線
の
縁
が
認
め
ら
れ
、
お
そ
ら
く
紡
錘
文
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
縄

皿
は
、
口
縁
部
に
沿
っ
て
一
条
の
微
隆
帯
が
作
出
さ
れ
る
。
微
隆
帯
の
上
下
は
、
作

出
に
伴
う
ナ
デ
の
た
め
や
や
凹
ん
で
い
る
。
微
隆
帯
以
下
は
無
文
と
な
る
。
口
唇
部

断
面
は
外
削
ぎ
状
に
尖
る
。

皿
は
両
耳
壺
の
把
手
と
思
わ
れ
る
。
把
手
上
面
に
は
微
隆
帯
が
「
Ｘ
」
字
状
に
貼

付
さ
れ
る
。

咽
～
嘔
は
土
器
片
錘
で
あ
る
。
昭
は
口
縁
部
破
片
を
転
用
し
て
い
る
。
一
条
の
沈

線
で
口
縁
部
が
区
画
さ
れ
、
以
下
に
は
縄
文
が
施
さ
れ
る
。

（

５

）

１
～
９
は
称
名
寺
式
で
あ
り
、
５
，
６
以
外
は
い
ず
れ
も
古
段
階
に
比
定
さ
れ
る
。

文
様
描
出
技
法
に
つ
い
て
も
最
古
段
階
の
様
相
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し

そ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
た
土
器
で
も
口
縁
部
下
端
区
画
を
有
し
段
を
伴
う
も
の
は

見
ら
れ
な
い
。
５
，
６
は
全
体
の
文
様
構
成
は
不
詳
だ
が
、
中
段
階
ま
で
下
る
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
皿
は
称
名
寺
式
の
古
段
階
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
皿
は
加
曽
利
Ｅ
式

系
の
土
器
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。

文
原
体
に
は
一
段
二
一
条
の
皿
が
用
い
ら
れ
る
。

肥
は
円
筒
状
突
起
を
も
ち
波
状
と
な
る
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
縄
文
帯
の
幅
は
狭

い
。
破
片
左
端
に
も
垂
下
沈
線
の
端
が
確
認
出
来
る
。

岨
に
は
、
お
そ
ら
く
窓
枠
状
区
画
の
一
部
と
思
わ
れ
る
文
様
が
認
め
ら
れ
る
。

別
で
は
文
様
間
の
空
間
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
Ｊ
」
字
状
文
は
無
文
部
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
、
文
様
構
成
も
や
や
変
化
し
て
い
る
。
沈
線
内
お
よ
び
縄
文
帯
に
は

竹
管
状
工
具
に
よ
る
刺
突
を
伴
う
。
工
具
の
形
状
は
沈
線
内
と
縄
文
帯
と
で
類
似
す

る
が
、
沈
線
内
の
工
具
の
方
が
細
い
。

皿
は
胴
部
張
り
出
し
部
に
「
Ｊ
」
字
文
が
施
さ
れ
た
破
片
で
あ
る
。
縄
文
原
体
に

は
一
段
二
一
条
の
皿
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

躯
に
は
刻
み
を
伴
う
隆
帯
が
胴
部
の
括
れ
部
か
ら
下
半
に
か
け
て
貼
付
け
ら
れ

る
。
沈
線
の
描
出
、
縄
文
施
文
範
囲
は
乱
雑
で
文
様
構
成
は
判
然
と
し
な
い
。

・
沈
線
の
描
出
、
縄
文
施
文
範
囲
は
乱
雑
で
文
様
構
成
は
判
然
と
し
な
い
。

所
は
他
よ
り
盛
り
上
が
る
。
隆
帯
上
に
縄
文
が
は
み
出
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
隆

帯
貼
付
の
後
に
縄
文
を
施
文
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

妬
に
は
刺
突
を
伴
う
凹
線
が
口
縁
に
沿
っ
て
二
条
施
さ
れ
る
。
以
下
は
縦
方
向
施

文
の
縄
文
の
み
で
あ
る
。

妬
は
口
縁
部
は
無
文
と
な
り
区
画
沈
線
以
下
に
は
縄
文
地
文
に
二
本
一
組
の
沈
線

で
文
様
が
描
か
れ
る
。

”
は
施
文
が
粗
く
判
然
と
し
な
い
が
、
口
縁
部
下
か
ら
逆
「
Ｕ
」
字
状
文
が
描
か

れ
、
文
様
間
に
単
沈
線
が
描
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

詔
に
は
縦
位
の
隆
帯
区
画
と
連
続
「
ハ
」
字
状
文
が
施
さ
れ
る
。

羽
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
文
様
、
網
代
痕
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。

洲
は
土
器
片
錘
で
あ
る
。
全
体
に
摩
滅
が
顕
著
で
文
様
は
不
詳
で
あ
る
。

お
は
沈
線
区
画
内
に
縄
文
が
充
填
さ
れ
る
。
施
文
は
粗
い
。

型
に
は
隆
帯
が
貼
付
さ
れ
る
。
破
片
上
方
で
隆
帯
が
交
差
し
て
い
る
が
、
交
差
箇
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刀
／

I11

25

23

26

"、 蕊，
｜

〔二コ

0 1Ocm( l／3）

注記の状況(23の内面）23(部分拡大） 24(部分拡大）

第5図称名寺貝塚採集資料（4） （当館蔵）

略
～
犯
は
称
名
寺
式
で
あ
る
。
恥
～
四
、
皿
は
文

様
構
成
等
か
ら
古
段
階
に
比
定
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、

沈
線
描
出
の
作
法
や
縄
文
帯
の
幅
等
と
い
っ
た
細

か
な
要
素
に
は
差
異
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

別
は
や
や
判
断
に
悩
む
が
、
文
様
構
成
の
変
化
を
鑑

み
、
中
段
階
〈
お
そ
ら
く
第
四
段
階
）
ま
で
下
る
も

の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
塊
は
中
段
階
で
あ
ろ
う
。

詔
～
妬
は
加
曽
利
Ｅ
式
で
あ
る
。
型
は
隆
帯
断
面
が

丸
み
を
帯
び
て
い
る
点
、
隆
帯
脇
の
ナ
ゾ
リ
が
し
っ

か
り
と
施
さ
れ
て
い
る
点
等
か
ら
加
曽
利
Ｅ
Ⅳ
式

と
考
え
ら
れ
る
。
坊
、
妬
は
加
曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
と
な
ろ

う
。
”
、
羽
は
曽
利
Ｖ
式
。
羽
は
無
文
の
た
め
不
詳

だ
が
、
単
節
皿
縄
文
が
縦
方
向
に
施
文
さ
れ
て
お
り

加
曽
利
Ｅ
式
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
昭
和
二
六
年
一
月
二
一
日
採
集
資
料

（

第

６

図

）

昭
和
二
六
年
一
月
二
一
日
付
け
の
注
記
が
あ
る

破
片
は
一
点
の
み
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
注
記
に
は

「
禰
名
寺
門
内
下
層
」
と
あ
り
、
他
の
も
の
と
は

層
位
の
記
載
が
あ
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
吉
田
氏
ら
と
の
発
掘
調
査
時
に
出
土
し
た
資
料

の
う
ち
の
一
点
で
あ
ろ
う
。

証
は
口
辺
部
に
や
や
立
体
的
な
渦
巻
文
が
描
か

れ
る
。
体
部
に
は
逆
「
Ｕ
」
字
状
の
文
様
が
施
さ
れ

－56－
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め
ら
れ
る
。

詔
は
突
起
を
伴
う
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
突
起
中
央
は
孔
が
貫
通
す
る
。
突
起
脇

に
は
刺
突
が
施
さ
れ
、
刺
突
か
ら
沈
線
が
横
走
す
る
。
口
縁
部
は
沈
線
で
区
画
さ
れ
、

以
下
は
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
縦
位
の
条
線
が
施
文
さ
れ
る
。

弘
は
注
口
を
も
つ
浅
鉢
で
あ
る
。
環
状
の
突
起
を
も
ち
注
口
は
そ
の
下
方
に
位
置

す
る
。妬

に
は
沈
線
で
逆
「
Ｕ
」
字
状
文
が
描
か
れ
る
。
口
唇
部
は
や
や
肥
厚
す
る
。

粥
に
は
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
条
線
が
横
走
す
る
。
破
片
左
端
に
も
円
状
の
文
様
が

わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。
内
面
は
顕
著
に
磨
か
れ
る
。

師
は
無
文
の
底
部
破
片
で
あ
る
。

兜
～
釘
は
い
ず
れ
も
称
名
寺
式
末
期
か
ら
堀
之
内
１
式
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
妬
は

称
名
寺
式
末
期
、
粥
は
堀
之
内
１
式
の
可
能
性
が
高
い
。

（
６
）
採
集
日
不
明
資
料
（
第
８
、
９
図
）

粥
～
柘
は
、
注
記
の
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
判
読
が
困
難
で
採
集
日
が
不
明
の
も

の
で
あ
る
。

銘
は
結
節
沈
線
で
描
か
れ
た
区
画
内
に
縄
文
が
充
填
さ
れ
る
。
文
様
は
「
Ｊ
」
字

状
文
の
一
部
で
あ
ろ
う
．
口
縁
部
に
は
指
頭
状
の
圧
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
口
唇
は
内

側
へ
突
出
す
る
。

釣
は
幅
の
細
い
帯
縄
文
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
口
縁
部
の
窓
枠
状
区
画
は
見
ら
れ

ず
、
沈
線
が
口
唇
部
へ
抜
け
る
よ
う
な
表
現
と
な
る
。
“
も
同
様
の
表
現
と
な
ろ
う
。

縄
文
原
体
に
は
一
段
三
条
の
皿
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

伽
～
媚
は
波
状
口
縁
の
波
頂
部
破
片
で
あ
る
。
伽
～
蛇
は
口
縁
を
無
文
と
し
、
以

下
に
帯
縄
文
で
文
様
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
伽
の
内
面
に
は
段
が
認
め
ら
れ
、
波

頂
部
に
は
沈
線
が
二
条
描
か
れ
る
。
虹
の
波
頂
部
下
に
は
指
頭
状
の
圧
痕
が
施
さ
れ

る
。
内
面
に
は
稜
が
認
め
ら
れ
る
．
蛇
の
沈
線
は
一
部
に
途
切
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

り
不
安
定
で
あ
る
。
“
の
口
縁
に
は
羽
と
同
様
に
左
右
か
ら
波
頂
部
へ
抜
け
る
よ
う

に
沈
線
が
描
か
れ
る
。
沈
線
同
士
は
交
差
し
な
い
。
内
面
に
は
顕
著
な
段
が
認
め
ら

れ
る
。“

は
縄
文
地
文
に
横
位
の
沈
線
が
描
か
れ
る
。
縄
文
は
磨
り
消
さ
れ
な
い
。
口
縁

か
ら
二
本
目
の
沈
線
ま
で
は
横
方
向
の
縄
文
施
文
、
以
下
は
縦
方
向
と
な
る
。
二
本

目
の
沈
線
は
口
縁
部
下
端
区
画
に
関
係
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
小
破
片
で
あ

り
不
詳
で
あ
る
。

蝿
は
口
縁
部
を
無
文
と
し
、
以
下
に
帯
縄
文
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
口
唇
部
の
内

側
に
も
縄
文
が
施
さ
れ
る
。
内
面
に
は
刷
毛
目
状
の
擦
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

妬
は
円
筒
状
突
起
を
も
つ
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
突
起
上
面
は
わ
ず
か
に
凹
む
。
口

縁
部
以
下
は
帯
縄
文
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
全
体
に
摩
滅
が
顕
著
で
あ
る
。

れ
る
が
構
成
は
不
詳
で
あ
る
。

蛤
は
縦
位
に
隆
帯
が
貼
付
さ
れ
る
。
隆
帯
に
は
施
文
具
を
下
か
ら
上
へ
向
け
描
か

れ
た
短
沈
線
状
の
列
点
が
伴
う
。
口
縁
は
強
く
内
湾
す
る
。

鯛
は
口
辺
部
が
無
文
と
な
り
、
微
隆
帯
区
画
以
下
に
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
。
縄
文

は
微
隆
帯
に
沿
う
部
分
は
横
方
向
、
以
下
は
縦
方
向
の
施
文
と
な
る
。
微
隆
帯
側
面

に
も
縄
文
が
施
文
さ
れ
て
お
り
、
隆
帯
脇
の
ナ
ゾ
リ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

別
、
副
は
波
状
と
な
る
口
縁
の
波
頂
部
破
片
で
あ
る
。
別
の
口
縁
部
下
に
は
微
隆

帯
、
体
部
に
は
逆
「
Ｕ
」
字
状
文
が
描
か
れ
る
。
別
に
は
貼
付
け
と
橋
状
把
手
が
認

め
ら
れ
る
。
把
手
以
下
は
微
隆
帯
に
よ
る
区
画
と
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
。

宛
は
円
環
状
の
突
起
、
橋
状
把
手
を
も
つ
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

弱
は
口
縁
部
に
連
続
刻
み
、
口
辺
部
に
は
連
続
角
押
文
が
施
文
さ
れ
る
。
内
面
に

は
緩
や
か
な
稜
が
認
め
ら
れ
る
。

岬
は
貫
通
し
な
い
筒
状
突
起
を
も
つ
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
沈
線
で
文
様
が
描
か

－58－



林國治氏旧蔵資料採集日不明資料（2） （注記のないもの・注記の判読が困難なもの）
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第8図称名寺貝塚採集資料（7） （当館蔵）

45(口唇部）
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別
は
沈
線
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
口
唇
部
は
平
坦
と
な
る
。

弱
は
隆
帯
に
よ
り
渦
巻
文
、
楕
円
区
画
が
描
か
れ
る
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
区
画

内
に
は
条
線
が
充
填
さ
れ
る
。
体
部
の
文
様
は
不
詳
だ
が
、
縦
位
の
沈
線
と
斜
位
の

条
線
が
認
め
ら
れ
る
。

師
に
は
縦
位
の
条
線
を
地
文
に
、
二
条
一
組
の
沈
線
で
文
様
が
描
か
れ
る
。
口
縁

下
は
水
平
に
、
そ
の
下
方
に
は
弧
状
の
沈
線
が
入
組
む
よ
う
に
描
か
れ
る
。

駒
は
沈
線
で
文
様
が
施
文
さ
れ
る
。
施
文
は
や
や
乱
雑
で
あ
る
。

記
は
縦
位
に
平
行
沈
線
が
描
か
れ
る
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
口
縁
部
内
面
に
は
稜

が
認
め
ら
れ
る
。

弱
は
櫛
歯
状
工
具
に
よ
る
条
線
が
縦
位
に
施
文
さ
れ
る
。

帥
、
例
は
無
文
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
帥
は
口
唇
部
が
大
き
く
肥
厚
す
る
。
田

に
は
補
修
孔
が
認
め
ら
れ
る
。

塊
は
無
文
の
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
全
体
に
横
方
向
の
粗
い
ミ
ガ
キ
が
施
さ
れ
て
い

プ
（
四
○

閃
は
二
条
の
平
行
沈
線
と
縄
文
に
よ
り
逆
「
Ｕ
」
字
状
文
が
描
か
れ
る
。

“
に
は
縦
位
に
条
線
が
施
文
さ
れ
る
。
な
お
本
資
料
の
内
面
に
は
鉛
筆
に
よ
り
「
稻

名
寺
門
内
」
と
注
記
が
あ
る
。

髄
、
“
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
鯛
に
は
内
面
、
底
面
も
含
む
全
面
に
状
痕
が
認
め

ら
れ
る
。
器
壁
は
薄
い
。
師
は
無
文
で
や
や
揚
げ
底
と
な
る
。

師
～
祁
は
土
器
片
錘
で
あ
る
。

師
は
縄
文
地
文
に
磨
消
縄
文
が
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

錦
は
皿
の
縄
文
地
文
に
磨
消
縄
文
が
施
さ
れ
る
。
切
れ
込
み
が
明
確
で
な
く
、
他

の
土
器
片
錘
と
比
べ
円
形
に
近
い
。
土
製
円
盤
の
可
能
性
も
あ
る
。
縦
方
向
の
地
文

縄
文
の
施
文
の
後
、
横
位
の
平
行
沈
線
施
文
、
磨
消
し
と
な
る
。

的
は
二
条
の
平
行
垂
下
沈
線
が
描
か
れ
る
。
縄
文
と
の
先
後
関
係
は
不
明
瞭
で
あ

河
は
二
条
の
湾
曲
す
る
凹
線
が
描
か
れ
る
。

〃
は
口
縁
部
破
片
を
転
用
し
た
も
の
。
隆
帯
で
楕
円
区
画
が
描
か
れ
る
。

門
は
指
頭
圧
痕
の
よ
う
な
刺
突
が
二
ヶ
所
に
認
め
ら
れ
る
が
不
詳
で
あ
る
。

剛
～
布
は
無
文
で
あ
る
。
布
は
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。

泥
、
沼
、
布
、
稲
に
は
わ
ず
か
に
注
記
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
出
来
な
い
。

銘
～
蛆
は
称
名
寺
式
で
あ
る
。
蛤
が
中
段
階
と
な
る
他
は
古
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
粥
の
よ
う
に
よ
り
古
相
を
示
す
も
の
と
“
の
よ
う
な
も
の
と
は
や
や
時
期
に
開

き
が
あ
ろ
う
。
⑬
～
団
は
加
曽
利
Ｅ
式
で
あ
る
。
鯛
は
隆
帯
と
縄
文
の
関
係
、
隆
帯

脇
が
な
ぞ
ら
れ
な
い
こ
と
等
か
ら
後
期
に
下
る
可
能
性
も
あ
る
。
別
の
鋭
角
な
断
面

の
沈
線
、
皿
の
内
面
に
稜
を
も
つ
断
面
形
態
、
両
者
の
細
く
先
端
の
尖
っ
た
微
隆
帯

等
は
加
曽
利
Ｅ
Ⅳ
式
か
ら
Ｅ
Ｖ
式
に
か
か
る
新
し
い
傾
向
を
示
す
要
素
と
考
え
る

が
、
い
ず
れ
も
小
破
片
の
た
め
判
別
は
控
え
て
お
き
た
い
。
弱
～
粥
は
、
中
期
中
葉

か
ら
後
葉
の
所
産
で
あ
る
。
田
は
勝
坂
式
前
半
、
別
は
勝
坂
式
後
半
で
あ
ろ
う
。
弱

は
加
曽
利
Ｅ
Ⅱ
式
。
髄
、
師
は
連
弧
文
系
で
あ
ろ
う
。
侭
は
加
曽
利
Ｅ
Ⅲ
式
か
。

（
７
）
林
氏
採
集
地
点
の
推
定

林
氏
が
こ
れ
ら
の
資
料
を
採
集
し
た
地
点
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
回
想
録
に
あ
る

「
稻
名
寺
総
門
を
入
っ
て
右
側
家
邸
内
」
と
の
記
述
は
現
在
Ａ
貝
塚
と
呼
ん
で
い
る
地

点
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
第
１
図
）
。
一
九
四
九
年
三
月
二
○
日
お
よ
び
一
九

五
一
年
一
二
月
二
四
日
採
集
資
料
の
主
体
が
称
名
寺
式
古
段
階
と
な
る
点
か
ら
も
首

肯
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
一
九
五
一
年
一
月
二
一
日
採
集
資
料
お
よ
び
「
金
澤
匠
稻
名

寺
貝
塚
」
の
注
記
の
も
の
は
や
や
時
期
が
異
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
Ｂ
貝
塚
や
Ｅ
貝

塚
等
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

る
C
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林國治氏旧蔵資料採集日不明資料（3） （注記のないもの・注記の判読が困難なもの）

……カー錘

〃
53

懸
碇示言藤生

54

56

57

H
61

ノ

I

〃
ノ

、
64

63

Ｉ
Ｉ
Ｌ

66
65

聡
｛

職蝋 7271
67

L~a F-､C=． C二コ C二コcニニミフ C二コ~ 筐二コ

口縁

鐘,鶴一 ’
74 75 76

’ ｜ ｜

＝二コ C二ｺこ＝. C二コ 0 01 c、( l／3）

第9図称名寺貝塚採集資料（8） （当館蔵）
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小林小三郎氏旧蔵資料

100 c、（ 1／3）

／、、｣_ノー～ ～ ~

※底部周辺の拓本は省略

200 (1/4) c、

戸~鞍可
影一声

陸

“守曝号簸.芽 ‐

…

黙＝

争彦 ″。
r

華
泌 守 一

″品

~

78(部分拡大）

第10図称名寺貝塚採集資料（9） （当館蔵）

78(部分拡大）
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以
上
、
当
館
所
蔵
の
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
の
報
告
を
行
な
っ
て
き
た
。
本

稿
で
は
土
器
、
土
製
品
の
み
の
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
所
蔵
資
料
に
は
骨
角

器
、
動
物
遺
体
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
整
理
、
分
析

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

汀
は
小
林
小
三
郎
氏
旧
蔵
の
称
名
寺
貝
塚
採
集
資
料
で
あ
る
。
本
資
料
に
つ
い
て

は
採
集
地
点
、
採
集
時
期
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
小
林
氏
旧
蔵
資
料
の
う
ち
称

（

６

）

名
寺
貝
塚
資
料
は
本
資
料
の
み
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
全
体
の
四
分
の
一
程
度
が
残
存
し
て
い
る
。
四
単
位
の
波
状
口
縁
と

な
る
深
鉢
で
あ
り
、
口
縁
が
広
が
り
胴
部
が
緩
く
張
る
器
形
で
あ
る
。
文
様
は
充
填

縄
文
に
よ
る
帯
縄
文
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
窓
枠
状
区
画
と
胴
部
の
紡
錘
文
、
「
Ｊ
」

字
状
文
が
描
か
れ
る
。
口
縁
部
下
端
の
段
は
認
め
ら
れ
な
い
。
口
唇
部
内
面
に
は
稜

が
認
め
ら
れ
断
面
は
内
削
ぎ
状
と
な
る
。
底
面
に
は
網
代
痕
が
認
め
ら
れ
る
。

本
資
料
は
称
名
寺
式
古
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
称
名
寺
式
の
初
期
に
認
め
ら

れ
る
文
様
構
成
が
保
持
さ
れ
て
お
り
文
様
下
端
は
胴
部
最
大
径
に
配
置
さ
れ
る
。
一

方
で
口
縁
部
下
端
の
段
を
も
た
な
い
こ
と
や
文
様
描
出
の
技
法
に
は
こ
と
の
ほ
か
古

い
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

謝
辞林

國
治
氏
の
回
想
録
に
つ
い
て
は
高
橋
健
氏
、
石
井
寛
氏
に
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
以
下
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
や
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

建
石
徹
氏
、
大
内
千
年
氏
、
石
崎
康
子
氏
、
吉
田
律
人
氏

お
わ
り
に

二
小
林
小
三
郎
氏
採
集
資
料
（
第
扣
図
）

引
用
文
献

赤
星
直
忠
一
九
五
○
『
先
史
時
代
の
三
浦
半
島
』
三
浦
半
島
研
究
会

石
井
寛
一
九
九
二
「
称
名
寺
式
土
器
の
分
類
と
変
遷
」
『
調
査
研
究
集
録
」
第
九
冊
一
～
七
○

頁
（
財
）
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

石
井
寛
二
○
一
五
「
稲
ヶ
原
遺
跡
出
土
土
器
群
が
提
起
す
る
諸
問
題
」
『
横
浜
市
歴
史
博
物
館
紀

要
』
第
一
九
号
一
～
三
六
頁
横
浜
市
歴
史
博
物
館

小
宮
恒
雄
二
○
○
一
「
縄
文
漁
労
の
盛
期
ｌ
称
名
寺
貝
塚
」
「
図
説
か
な
ざ
わ
の
歴
史
」
二
四
～
二

九
頁
金
沢
区
制
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

高
橋
健
二
○
一
四
「
縄
文
時
代
後
期
の
漁
具
の
研
究
」
『
横
浜
市
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
報
告
」
第

一

○

号

二

六

～

三

一

頁

横

浜

市

歴

史

博

物

館

吉
田
格
一
九
六
○
「
横
浜
市
称
名
寺
貝
塚
発
掘
調
査
報
告
」
『
東
京
都
武
蔵
野
郷
土
館
調
査
報
告

害

』

第

一

冊

武

蔵

野

文

化

協

会

T註
一〆

へ

6
ー

〆へ

5
、一

〆へ

4
…

（
３
）

（
２
）

林
氏
の
著
し
た
回
想
録
は
何
冊
か
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
称
名
寺
貝
塚
で
の
採
集
に

つ
い
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
た
の
は
以
下
の
二
冊
で
あ
る
。
『
昭
和
五
十
二
年
記
横
浜
の
遺

跡
名
表
と
石
錐
採
集
数
控
え
』
（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
、
請
求
番
号
韓
林
資
料
十
二
）
、
『
昭

和
五
十
四
年
記
私
の
考
古
学
付
記
」
（
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
、
請
求
番
号
》
林
資
料
十
八
）
。

な
お
、
回
想
録
に
つ
い
て
は
、
高
橋
健
氏
、
石
井
寛
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。

吉
田
氏
が
林
氏
を
訪
ね
た
の
は
、
林
氏
が
五
領
ヶ
台
式
土
器
を
所
有
し
て
い
る
と
の
情
報
を

吉
田
氏
の
知
人
か
ら
得
た
こ
と
に
よ
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
林
氏
は
五
領
ヶ
台
式
土
器
を
所

有
し
て
お
ら
ず
、
「
折
角
の
来
訪
の
折
に
も
一
見
希
望
の
土
器
が
な
い
の
で
」
代
わ
り
に
称
名

寺
貝
塚
の
土
器
片
を
見
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
調
査
の
日
付
に
つ
い
て
は
、
『
横
浜
の
遺
跡
名
表
と
石
錐
採
集
数
控
え
」
で
は
「
昭
和
二

六
年
一
月
二
一
日
」
と
あ
り
、
「
私
の
考
古
学
付
記
」
で
は
「
昭
和
二
六
年
一
月
二
六
日
」
と

あ
る
。
土
器
片
の
注
記
は
一
月
二
一
日
で
あ
る
。
「
私
の
考
古
学
付
記
」
の
日
付
は
誤
り
の
可

能
性
が
あ
る
。

こ
の
調
査
は
「
日
本
考
古
学
協
会
縄
文
部
会
の
委
員
長
で
あ
る
山
内
清
男
先
生
に
相
談
し
て
、

縄
文
部
会
の
仕
事
と
し
て
」
実
施
さ
れ
た
（
吉
田
一
九
六
○
）
。

本
稿
の
称
名
寺
式
の
分
類
、
変
遷
に
つ
い
て
は
石
井
寛
氏
に
よ
る
整
理
に
則
る
（
石
井
一
九

九
二
・
二
○
一
五
）
・

本
資
料
は
「
神
奈
川
県
考
古
資
料
集
成
２
縄
文
式
土
器
』
（
神
奈
川
県
立
博
物
館
一
九
七
○
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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第1表称名寺貝塚採集資料観察表

口縁(蹟状の単位） 縄文原体 ｜ 重量(9) | 時期・型式番号’ 器種 文様の特徴、施文順序等

林圃治氏旧蔵資料 1949年3月20,付けの注記のあるもの

備考

深鉢 沈線→縄文→沈線縁処理。沈線は浅い。

深鉢 沈線→縄文。沈線の描き足し明瞭。

深鉢 沈線→縄文。窓枠状区画間に刺突。

深鉢 沈線→縄文。

深鉢 沈線→縄文。二段「J」字状文？

深鉢 沈線→縄文。

深鉢 沈線→縄文→沈線縁処理。二段「J」字

深鉢 沈線→縄文→沈線縁処理･

深鉢 沈線→縄文。

深鉢 縄文（横）→縄文（縦）

沈線→縄文。

沈線→縄文→沈線縁処理。二段「J」字深鉢

深鉢

４

‘

ワ

．

状
平
平
平
平
状
一
一
一
平

波

波

称名寺式

称名寺式

称名寺式

林氏の記述にある資料か？

縄文施文範囲やや乱雑

LR(Lrか?）

LR(1段3条）

LR

LR

LR

１

２

３

４

’

５

６

加
一
嘘
一
睡
一
郡 称名寺式

称名寺式

全体に摩滅

1判

41

状文？

沈線→縄文→沈線縁処理。

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式期

加曽利E式系？

加曽利E式系？

称名寺式？

不明

称名寺式？

口唇部やや面取り

内面「ミミズ腫れ」状に突出

全体に摩滅

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

嘘
一
睡
一
加
一
岨
一
叩
一
四
一
屯

８
９
｜
川
一
Ⅲ
ｌ
ｕ
ｌ
Ｅ
ｌ
叫
一
咽

皿
一
皿
一
一

一
一
醒
吐

口唇部一部やや面取り

口縁部に沿う微隆帯。以下無文。深鉢

両耳壺？

平

橋状把手の上面に微隆帯。把手は方右卜､下とも貫通する。

口縁部に沿う沈線、縄文土器片錘

土器片錘

土器片錘

口縁部破片を転用平
一
一趣

一
癖

切込みは水平方向

切込みは水平方向

９

９

３

１

林國治氏'11蔵資料 1950年12〃24日付けの注記のあるもの

沈線→縄文→沈線縁処理。

沈線→縄文。

円筒状突起。沈線→縄文。

沈線→縄文。

沈線→縄文→刺突。

平 称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式？

加曽利EⅣ式

加曽利EⅢ式

加曽利EⅢ式

曽利V式？

曽利v式

加曽利E式？

不明

内面にスス付着癖
一
鍔
織
鍔

ｊ

ｊ

条

条

ワ
。
句
。

３

皿
幟
醒
醒
皿
幟
ｍ
ｕ
ｈ
皿
醒
一

く

く

Ｒ

Ｒ

Ｌ

Ｌ

咽
到
岬
一
也
一
犯
蠅
唖
一
肥
一
応
一
完
一
妬
兜
娼
加

”

肥
而
鵬
一
旧
加

ｍ
一
池
一
羽
型
お
お

刀

羽

狙

如

平

波状(?）

口唇部は磨かれ光沢を持つ平
一
平深鉢

深鉢 沈線→縄文→沈線縁処理。二段「J」字状文？

縄文→隆帯→刻み。縄文はみ出し部分多し。

沈線→縄文。沈線はごく浅い。

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

土器片錘

輪積み痕で割れており破断面は擬口縁状

隆帯→縄文→隆帯脇ナゾリ

ロ縁に沿って刺突を伴う2条の凹線。

口縁部区画沈線、縄文地文→沈線（2条?）

逆「U」字状文十単沈線？

連続「ハ」字状文

｜
平
一
平
平

縄文のみ

沈線、縄文？

RL

不明 切込みは水平方向

林圃治氏旧蔵資料 1951年ljl21II付けの注記のあるもの

3' 深鉢 ｜口辺部は隆帯による渦巻文｡胴部には逆｢U｣字状文｡ 平 RL 117 1 加曽利EⅡ式 やや摩滅
林固治氏旧蔵資料 「金澤優稲名寺貝塚」の注記のあるもの

1 16 称名寺式～堀之内l式

90 称名寺式～堀之内1式

189 称名寺式～堀之内l式注口を欠損している

34 称名寺式？

４９
３８

１

鉢 ｜背割りの隆帯で横「s」字状文。隆帯上にボタン状貼付文‘ 平

平
平
平
平
二

２

３

４

５

３

３

３

３

二二

深鉢？ 貫通孔を伴う突起。刺突と連繁沈線。胴部は縦位条線。

浅鉢形注口環状突起。口辺部下端区画に刻み。

深鉢 逆「U」字状文。

櫛歯状工具による条線

無文

堀之内l式？

不明

鉢
鉢

架

架

・
可
■
１
口
可
■
１

２

４

５

７

妬
一
刃

林聞治氏旧蔵資料注記の判競できないもの・注記のないもの

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式

称名寺式？

平

平

波状(?）

波状(?）

波状(?）

結節沈線→縄文→指頭圧痕

沈線→縄文。

沈線→縄文。内面波頂部には沈線。

沈線→縄文→指頭圧痕。

沈線→縄文。沈線一部途切れる。

癖
一
密
一
密
一
識

“
｜
⑱
｜
妬
一
Ⅳ
｜
沌
一
印

Lr

LR(1段3条）

LR

LR

LR

LR

蝿
調
和
判
他
心
無
心
妬
幻
蛎
⑲
釦
訓
匁
錨
剥
売
妬
釘
詑
釣
帥
創
唾
“
“
缶
緬
印
“
的
、
刑
ね
乃
昶
万
花

口唇部やや肥厚

内面に段あり

口縁部肥厚

内面に段あり

癖
一
緯 波状(?）

平

沈線→縄文。

縄文→沈線

沈線→縄文。口唇部内面にも縄文

密
一
織
一
織
一
鍔
鍔
鍔
織
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司令

ノ』

７

・

Ｒ

Ｒ

Ｌ
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称名寺式ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ワ

．

７

．

ワ

。

ワ

．

？

．

く

く

く

く

く

平
状
状
状
平
状
状
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
平
一
一

一

波

波

波

波

波

円筒状の突起。沈線→縄文。

筒状突起。沈線。

縦位隆帯→沈線→縄文

咽
一
“
｜
光
一
”

認

蛇

科

一

率

皿
一
一
一
▽
壁

皿
、
皿
一
一
一
一

一
一

称名寺式

称名寺式

加曽利EⅣ式orV式

加曽利EⅣ式orV式

加曽利EIV式orV式

称名寺式？

勝坂式前半

隆帯→縄文

口縁下に微隆帯、体部は逆「U」字状文

深鉢

深鉢？

深鉢

橋状把手。微隆帯区画に縄文。

円環状の突起、橋状把手。

u縁部は刻み、口辺部は連続角押文。

勝坂式後半

加曽利EⅡ式

織
一
織
一
燐
一
癖
一
識
織
一
鍔

沈線。

口辺部は隆帯で渦巻文、楕円区画。条線。体部は沈線と条線。

弼

妬

ワ

．

７

．

？

。

琴
坪
鐸
識

弧
弧
期
毛

連

連

中

材

縦位条線に沈線。

弧状、斜位の沈線ゞ

１

４

５

８

縦位の平行沈線

櫛歯状工具による条線。

科
一
匁
一
⑱
剰
一
麺
一
乃

郷
一
露

恥
一
犯
一
妬
羽

羽
一
娼
一
型
一
Ｆ
四
諏
心

二二

三三

後期？

後期

後期

加曽利EⅢ式

称名寺式？

口縁部肥厚

補修孔あり

無文

無文

無文

二条の平行沈線による逆「U」字状文c

縦位の条線。

鍔
一
鉢

密
一
織
織

皿
一
一

一一

皿
一
醒
唾
一
眼
皿
一
四
一
一
一
唖

一

「稲名寺門内」と鉛筆で注記あり

全面に状痕

やや揚げ底

切込みは水平方向

土製円鍍の可能性あり

切込みは水平方向

切込みは垂直方向

切込みは水平方向

切込みは水平方向

切込みは水平方向

切込みは水平方向

切込みは水平方向

切込みは水平方向

不明

不明

無文

無文

縄文地文、磨消縄文

深鉢

土器片錘 加曽利E式後半

加曽利E式後半？

加曽利E式後半？

称名寺式

加曽利EⅢ式

加曽利EⅢ式

不明

不明

不明

不明

土器片錘｜縄文地文、磨消縄文。
土器片錘｜磨消縄文?。順序不明。 ニニ

沈線→縄文。

2条の凹線、縄文。

士器片錘

土器片錘

不明隆帯で楕円区画。

指頭圧痕？

縄文のみ

無文

無文

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

土器片錘

ニニ

平

二

小林小三郎氏旧蔵資料
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二二ノ、

「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
人
文
科
学
』
編
集
等
に
関
す
る
規
程

~

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告

人
文
科
学
』
（
以
下
、
「
研
究
報
告
』
）
を
、
毎
年
次
に
一
号
発
行

す
る
。

考
古
・
歴
史
・
美
術
・
民
俗
な
ど
の
専
門
的
研
究
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
『
研
究
報
告
」
は
発
行
す
る
。

「
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
当
館
研
究
活
動
推
進
会
議

内
に
編
集
委
員
会
を
設
け
る
。
編
集
委
員
は
、
学
芸
部
長
及
び
学
芸

員
若
干
名
で
構
成
す
る
。

編
集
委
員
会
は
『
研
究
報
告
」
の
編
集
作
業
を
行
い
、
研
究
活
動
推

進
会
議
か
ら
館
長
に
報
告
す
る
。

執
筆
す
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
当
館
学
芸
員
並
び
に
編
集
委
員
会

が
認
め
た
者
と
す
る
。

掲
載
す
る
原
稿
の
種
類
は
、
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介

と
す
る
。

研
究
論
文
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
査
読
を
行
う
。

査
読
は
、
外
部
の
専
門
知
識
を
有
す
る
研
究
者
を
含
む
二
名
以
上
の

査
読
委
員
を
も
っ
て
行
う
。

査
読
委
員
は
、
編
集
委
員
会
が
適
任
と
判
断
す
る
者
を
人
選
し
、
館

長
が
委
嘱
す
る
。

「
研
究
報
告
』
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
別
途
、
査
読
や
執
筆
に
係

る
内
規
を
館
長
が
定
め
る
。
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